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第48図 旧石器時代 (唐木戸 4-Ⅰ期)の石器 (2)
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表 7 旧石器時代 (唐木戸 4-Ⅱ期)～縄文時代草創期の石器石材と剥片剥離

母岩 原石 ･石質の特徴 図No 石器生産の様相 点 総重量

桑Ob 熊本 ･鹿児島 ･宮崎県境の桑ノ木津 442-565細石刃生産にあたる｡原石には転磨されたような 124 178.1
黒
曜

石

留 ･上青木等の産地をまとめたもの｡ 滑らかな面で覆われるもの ･ガサガサした小角棟
のものとがあり､後者が細石刃核に利用される｡
細石刃核のうち､最も多いのは､傑端を飛ばす打
面作出 ･調整の後､打面 ･作業面国定で細石刃を
生産するもの｡また､少数ながら磯分割を行なう
もの ･作業面の入れ替えを行なうものもある｡

日東Obl 日東 ･五女木 ･程々等､大口一帯の産 582 細石刃核 1点があるが､細石刃はない｡細石刃核 1 1.4
地をまとめたもの｡ は分割棟素材｡作業面を長逆三角形にするような

入念な石核整形あり｡打面調整あり｡

日東Ob2 日東 ･五女木 ･程々等､大口一帯の産 572-581縦長剥片あるいは不定形剥片がある｡厚手.削器 10 77.6
地をまとめたもの｡ 等に加工されている｡石核はない｡

腰Ob 佐賀県伊万里市腰岳のもの｡漆黒色で 583-595細石刃生産にあたる｡細石刃核は､究極に小さく 13 15.1
透過性あり｡透かすと､雲状に青黒色 なるまで剥離の進行したものや､打面転移を少な
の筋がみえる｡横面は角襟｡ くとも5回以上繰り返すものがある｡

手野Ob 風化面は錆色をし､新剥離面は黒色 ･ 596-599細石刃核 ･細石刃のみの出土.剥片 ･砕片等はな 4 2.9
透過性なし｡風化面等の特徴は､阿蘇 い｡石材の風化が著しいことから､砕片等は土壌
象ヶ鼻産ガラス質溶結凝灰岩に類似｡ 化､あるいは回収できなかった可能性がある｡

黒色Ob 産地の特定が困難な､黒色黒曜石の- 566-571細石刃生産にあたったものか. 6 10.2
群｡複数産地 ･母岩が存在する可能性
がある｡印象として西北九州産か｡

R9 風化面は暗灰色で滑らか.高橋豊氏の 600･601細石刃 ･細石刃核各1点.
流 同定結果では祖母山1｡

紋 R10 風化面は灰色～灰白色で滑らか.高橋 602-610細石刃のみ｡細石刃核等はなし.
岩 豊氏の同定結果では祖母山20

2 4.6

9 0.3

Rll 風化面はくすんだ白色～うすい褐色で 611-640細石刃はなく､細石刃核およびその調整剥片等で 30 88.8
黒い筋が髭根状に入る｡表面は滑らか
なものからややざらつくものまであ
る｡

構成される｡細石刃核は厚手の剥片素材で､細石
刃剥離の作業面は石核小口にある｡細石刃剥離の
ための打面再生が複数回あり､いずれも横打ちで
ある｡このほか､先細 りのやや大形の縦長剥片2
点がある｡

チ ch3 暗灰色に白い筋が若干入るもの｡ 641-651細石刃 ･細石刃核ともにあり､細石刃生産にあ 11 5.1
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第49図 旧石器時代 (唐木戸 4-Ⅰ期)の石器 (3)
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第51図 縄文時代草創期の遺物 (2)

SC55-1層出土炭化物に関する放射性炭素年代測定結果

1.試料 と方法

地点 ･層準 種類 前処理 ･調整 測定法

陥 し穴,埋土 1層 炭化物 酸･アルカリ･酸洗浄,石墨調整 加速器質量分析 (AMS)法

2.測定結果

14C年代 ∂】3C 補正 14C年代 層年代 (西暦) 測定No

(年 BP) (%｡) (年 BP) (Beta-)

9590±60 -28.9 9530±60 交点 :calBC8800

1cF:CalBC9120-8990,8910-8750
2(ブ:CalBC9170-8690

164934

1)14C年代測定値 試料の 14C/)2C比か ら､単純に現在 (1950年 AD)から何年前かを計算 した値.14Cの半減期は､国

際的慣例によりLlbbyの 5,568年を用いた｡

2) 613C測定値 試料の測定 14C/12C比を補正す るための炭素安定同位体比 (13C/12C)｡ この値は標準物質 (PDB)の

同位体比か らの千分偏差 (%o)で表す｡

3)補正 14C年代値 ∂13C測定値か ら試料の炭素の同位体分別を知 り､14C/12Cの測定値に補正値 を加 えた上で算出 し

た年代｡

4)暦年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出 した年代 (西暦)｡較正には､

年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値､およびサンゴの U･Th年代 と14C年代の比較により作成 された較正曲線 を

使用 した｡最新のデータベースでは､約 19,000年 BPまでの換算が可能 となっている｡ただ し､10,000年 BP以前の

データはまだ不完全であ り､今後 も改善 される可能性がある｡

暦年代の交点 とは､補正 14C年代値 と暦年代較正曲線 との交点の暦年代値 を意味す るolcF(68%確率)･2cr(95%

確率)は､補正 14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の幅を示す｡ したがって､複数の交点が表記 される

場合や､複数の 1g･2(7倍が表記 される場合 もある.

3.考察

加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果､9,530±60年 BP (2cFの暦年代で BC9,170-8,690
午)の年代値が得 られた｡なお､放射性炭素年代測定値 よりも暦年代の年代幅が大きくなっているが､これは該当時期の

暦年代較正曲線が長期間にわたって停滞 しているためである｡

文献

StulVer,M.,et.al.,(1998),INTCAL98RadiocarbonAgeCallbratlOn,Radiocarbon,40(3).

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p.1･36.
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第 5節 縄文時代早期の調査

1.概 要

縄文時代早期は､地形 ･植生の関係から､低地と丘

陵上に分けられ､それぞれ遺構 ･遺物の中心はⅤ層

下部からⅥ層上部の層境にある｡

低地では打製石鋲のほか､剥片 ･石核 ･磯器が少量

出土した｡ 調査は遺物密度の関係から全面掘削とせず､

湿地範囲の約50%の掘削とした｡

丘陵部については､赤化襟 ･遺物ともにK-Ah直下

から数点見られ､MBO掘 り下げの段階で赤化襟 ･遺

物ともに増加し､MBO～MLl層境付近にが ナて散磯､

散裸下には集石遺構 ･炉穴が確認される｡散磯と重複

して土器 ･石器類が約6000点出土した｡

2.縄文時代早期の環境

地形は､低地とそれを囲む丘陵地で構成される｡土

層堆積についてみると､各層の厚みは低地で厚く丘陵

上でうすい｡また各層の土色についても､低地の方が

相対的に濃く､丘陵に上がると淡くなる傾向がみられ

た｡土層堆積は､丘陵と低地で異なっている｡

植物珪酸体 ･花粉分析の結果からは､Ⅵ層段階で

湿地規模が徐々に減少して乾燥地が広がりはじめ､ク

マザサ属やメダケ属 (メダケ節やネザサ節)などの竹

笹類が生育する環境となった｡周辺地域にはナラ林や

ハンノキ林などの落葉樹林が分布していた｡そしてⅤ

層のうちK-Ah直下の段階になると､イネ科やヨモギ

属を主体としてキク亜科やタンポポ亜科なども生育す

る比較的乾燥した草原が広く分布していたと考えられ､

周辺地域にはナラ林やハンノキ林などの落葉樹林が分

布していたとされる (第Ⅱ章参照)｡低地の湿潤な環

境が乾地へ変化していった様子が示されている｡

3.縄文時代早期の低地の遺構 ･遺物

低地に遺構はなく､打製石鉄のほか､剥片 ･石核 ･

襟器が少量出土した｡いずれの出土状況も剥片 ･砕片

が集中するものではなく､単独出土あるいは単独出土

に近いものである｡

低地より単独で出土した打製石鉄は4点ある (第

52図652-654･657)｡打製石鉄の分布は非常に疎らで､

I_=::It: _よ
く=> 652

衰 三一･夢=囁く==>655

-;I:;;::,;‥-;ft-It--
<==>653

..-_is::----;:_;i-I;;
<==>656

主圭二二__主く> 658

去∴二く=>654
廃位飽く====>657

第52図 縄文時代早期の遺物 (1)

5mX5mGrで1点ずつの出土であった｡包含層は

Ⅴ層 ･Ⅵ層にまたがっており､縄文時代草創期から早

期にかけて若干の時期差が予想される｡このほか､散

磯 ･石鋲調整剥片等の主分布域から外れた､低地に向

かう丘陵斜面上から打製石鉄3点 (第52図656･658･

659)､散磯範囲内で他の打製右舷 ･石鍍調整剥片と

全く石材の異なる打製石鉄 1点 (第52図660)､低地

部B13Grにおいて剥片 ･石核 ･磯器 (第71図889･

890､第73図895)とともに出土した打製石鉄1点 (第

52図655)がある｡磯器 (第70図885)もB33Gr単独

出土で､周辺に数点磯がみられた｡

低地部からの単独出土例の特徴として､サヌカイト

(653)･姫島産黒曜石 (652･654)･腰岳産黒曜

石 (658)･頁岩 (660)といった､打製石鉄調整剥片

の出土していない石月の利用が挙げられる｡いずれも

完成品あるいは完成品が欠損したものであり､左右 ･

表裏シンメトリなものが多い｡先端欠損後､先端のみ

再加工したと推定されるものもある (656･657)｡
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表8 縄文時代早期散磯のGr別状況一覧 (1)
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表 9 縄文時代早期散磯のGr別状況一覧 (2)
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表10 縄文時代早期散磯の接合距離一覧

尾鈴山酸性岩類

206

接合距離の単位はm

接合樺数

2 3 4 5 6 7 8 9 10 計 接合距離

3

1

1

3

1

1

7

9

7

3

2

3

1

6

4

6

9

8

0

2

3

6

2

1

1

3

2

1

2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

74 00-05

37 05-10

26 10-15

13 15-20

14 20-25

14 25-30

5 30-35

5 35-40

4 40-45

3 45-50

3 50-55

1 55-60

3 60-65

1 65-70

70-75

75-80

1 80-85

ホルンフェルス他

2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

62

27

25

18

10

1 6

8

1 8

4

3

1 1

3

0 1 2 178

0 388 54 872

23 3 2 1

20 7 3 1

13 2 2 1

11 2 1

8 8

5 3

4 1

1 1

4 1

1 1

1 1

29

31

18

14

20

9

1 8

2

7

1 2

4

1

1 1

石 材 計

接合個体数 540

接合棟数

接合距離 計

00-05 165

05-10 95

10-15 69

15-20 45

20-25 44

25-30 29

30-35 21

35-40 15

40-45 15

45-50 8

50-55 8

55.-60 5

60-65 4

65-70 1

70-75 1

75-80 3

80-85 2

85-90 1

90-95 2

95-100 1

100-105 1
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表11 縄文時代早期散磯 ･集石遺構の接合数 ･距離一覧
捷合距離の単位はm

散 硬 .集 石 遺 構 間 の 接 合 教 .呈巨 雛 一 覧

集石番号.石材

SⅠ13 SⅠ15 SⅠ17 SⅠ19 SⅠ51 SⅠ52 SⅠ53 SⅠ54 計

尾 砂 ホ 尾 砂 ホ 尾 砂 ホ 尾 砂 ホ 尾 砂 ホ 尾 砂 ホ 尾 砂 ホ 尾 砂 ホ
8 1 6 2 12 2 7 ll 2 2 2 2 2 1 3 3 2 8

接.Al:コ呈巨雛及び按A.l:コ襟棉成個敬 0.51 1 2 1 11 2 2 1 1 ll

2 1 1 2

3 2 2

4

5

6-

11.5 1 2 1 1 4

2 1 1 1 3

3 1 1 2

4 1 1

5

6- 1 1

1.52 1 3 2 6 1 1 13

2 2 1 3

3 1 1

4

5 1 1

6- 1 1

22.5 1 1 1 1 1 4

2 1 1

3 1 1 1 3

4 1 1 2

5

6-

2.53 1 1 1 1 1 4

2 1 1 2

3 1 1 2

4

5

6- 1 1

33.5 1 1 1 2

2 1 1

3 1 1

4

5

6-

3.54 1 1 1 2

2

3 1 1

4

5

6-

44.5 1 1 1 2

2 1 1 2

3

4

5

6-

4.55 1

2 1 1
3

4

5

6-

55.5 1

2

3

4

5

6- 1 1

5.56 1

2

3 1 1
4

5

6-

66.5 1

2

3 1 1
4 1 1

5

6-

99.5 1

2 1 1

3

4

5

6-

最長距離 1.92 6.64 3.92 2.54 2.32 3.50 3.20 5.40 2.76 2.84 2.721.84 3.16 2.00 4.24 3.88 4.20 4.54 2.86 9.32

-67-



4.縄文時代早期の丘陵上の遺構

【散 磯】

散磯は､丘陵のほぼ全面とそこから低地に下がる斜

面部分に広がる｡磯がとくに密集するのはF5-F6Gr･

G5～G7Grであり､これと重なって集石遺構 ･炉穴が

分布していた｡散襟を構成する磯の石材は､尾鈴山酸

性岩類を筆頭に､砂岩､ホルンフェルス (石器石材と

はならない粗質のもの)､その他少数チャート等であ

る｡

散喋構成磯の総重量は1,300.130kg(表8･9)で､

集石遺構構成磯の総重量811.5kg(表12･13)を加え

ると､2,111.63kg(2t強)の磯が持ち込まれている｡

磯の接合関係は540個体で確認され､そのうち260

個体については1m以内の距離にあるものであった｡

磯の接合距離は1m～10.5mまでで徐々に減少 し､

次に11.5-12.5m､15.0-15.5m､16.5-18.0m間

の接合例が 1例ずつある｡石材別で顕著な接合距離の

差はなく､接合距離の最長例は砂岩にみられた17.84

mであった (表10･第88図)｡

【集石遺構】

集石遺構は散磯と分布をともにする｡磯の包含状況 ･

埋土 ･土坑形状から以下のⅠ～Ⅲ類に大別され､さら

にいくつかの特徴で細分される｡

Ⅰ類 土坑をもち､かつ土坑底部に配石のあるもの

Ⅱ類 土坑をもつが配石はないもの

Ⅲa類 :埋土上部にのみ破砕棟を密に含むもの

Ⅲb類 :埋土上部にのみ破砕裸を疎らに含むもの

ⅢC類 :埋土下部まで破砕磯を密に含むもの

Ⅲ類 土坑をもたないもの

Ⅲa類 :磯の供給について他所から持ち込むもの

Ⅲb類 :磯の供給について露出した磯層等をあてるもの

Ⅰ類はS17が相当する｡上部が大きく削平されており､

本来の規模 ･形状等は不詳ながら､大形の集石遺構で

あった可能性が高い｡配石は土坑底部に直接置かれ､

中央に25cmX20cmX15cmの大きな平石を置き､その

周囲を廻るように10-30cm角の平石を配置していた｡

Ⅱa類はSI13･15･54が相当する｡埋土は大別上下

2層に分けられ､上層は黒みが強くかつ破砕磯を密に

含んでいる｡下層は上層に比べ色調がうすくかつ磯を

含んでいない｡土坑形状はサラダボウル状｡なお､

SI54は､散棟直下の検出面の磯について､集石遺構

中心に向かって渦を巻くような格好で配されていた｡

検出面から1枚分磯を外した下部の磯が渦を巻くよう

なことはなかった｡

Ⅱb類はSIIO･12･18･51･52･53が相当する｡

埋土はⅡa類と同様に大別上下2層に分けられるものの､

色調については上層の黒みが強いものと下層暗褐色土

とあまり変わらないものとがある｡磯は埋土上部にの

み疎らに含まれ､炉穴等にみられる磯の包含状況に近

い ｡

ⅡC類はSI8･17･19･34が相当する｡埋土は地山 (Ⅶ

層褐色土)に比べやや暗めといった程度と識別困難な

ものが多く､磯を除くと結果､土坑状になるといった

検出方法であった｡破砕裸の密度は高い｡

Ⅲa類はSIl･2･5･6･11･16･26が相当する｡

SIl･5･6･11･16･26は､削平による影響のない

地点でかつ磯が密集した箇所を集石遺構とみなした｡

S12はⅢb類に相当するS13に近接する｡検出当初､磯

層頂部の突出である可能性も想定し､写真撮影 ･平面

図作成後､磯層まで断ち割った｡その結果､集石遺構

は､磯層上に砂利層をはさんで形成されるとわかった｡

また､集石遺構中の磯と､磯層中の裸の横径は異なり､

集石遺構中の疎径は磯層中のそれと比較し小さいこと､

集石遺構中の磯は自然でない状態で割れており､また､

大半が赤化すること､同時に磯層中に赤化磯が含まれ

ていないことがわかった｡この時点で人為的な集石遺

構と判断し､見通し断面図を作成した｡

Ⅲb類はS13が相当する｡集石遺構周辺には磯層頂

部が露出し､集石遺構にはその磯が用いられる｡磯は

1.3m四方に散在する｡破砕磯は集石遺構中央に集中し､

それらは赤化する｡破砕磯の周辺には､赤化しない大

形の襟が配される｡集石遺構周辺には若干の炭化物が

見られ､土の赤変は確認されなかった｡

なお､少数ながら､散磯と集石遺構磯の接合もみら

れた (秦ll)｡
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第54図 縄文時代早期のGr別棟分布 (単位はg)

【土 坑 ･炉 穴】

土坑は散磯の密でない地点に分布し､平面楕円形の

もので､掘り込みは浅い｡埋土中に炭化物粒を含むほ

かは目立った特徴はない｡なお､図化した土坑のほか､

丘陵北斜面の沢そばで､シミ状の遺構も複数確認され

た (図版136頁)｡各遺構は直径0.5-1mの円形 ･楕

円形であり､明確な立ち上がりのないこと･埋土中か

ら遺物出土のないこと･埋土が単色であること (ML

lと近似)から樹痕等あるいは波打った包含層下面の

残骸と判断した｡

炉穴は散磯 ･集石遺構のもっとも高密度な地点に分

布する｡平面形は､長軸1.5-3.5m､幅0.9m前後の

細長い土坑がまずあり､その一端に直径0.8mの円形

土坑が組み合わさったような格好をする｡床面は両端

がやや深く､とくに円形土坑部分が深 く掘 り下がる

(SP50･60･61)｡埋土は､細長い土坑と円形土坑と

の連結点付近に地山土ブロックが密に含まれるものが

ある (SP50)｡この特徴からは､本来 ｢連結土坑｣で
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第55図 縄文時代早期の集石遺構 (1)

あったものが､そのブリッジ部分が崩壊したことで- なお､現場写真を整理中に､散磯の合間に炉穴と思

つの土坑となったものである｡ われる焼土の広がりが確認された｡散磯の精査や包含
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第56図 縄文時代早期の集石遺構 (2)

層の掘削にあたって､特に検出の困難な炉穴には注意

を払っていたが､調査中には全くその存在に気付かな

かった｡意識なき写真のみでの記録のため､この炉穴

についての正確な属性は明らかにしえないものの､お

およその位置関係についてはSI18そばである｡

5.縄文時代早期の丘陵上の遺物

土器は少量の出土である｡剥片石器としてチャート

(母岩ChlO-Ch17)･流紋岩 (ml)･サヌカイト (Sn)･

ホルンフェルス (母岩HZ)･姫島産黒曜石 ･腰岳産黒

曜石 ･桑ノ木津留産黒曜石 ･頁岩 (Sh)が出土した｡

このほか炭化材も出土した｡

【土 器】

遺構出土分として､SP50(第59図661-663･668)･

SP61(第59図664･665)が､散磯と混在して出土し

た分として､E54Grを中心とする一群 ･G64/G53Gr

を中心とする一群 ･F34Gr･H82Gr出土がある (第

59図666･667)｡土器の接合関係は1m内外で収まる

もののみであり､遺構出土分 ･包含層出土分の接合は

1例 (第59図664)のみみられた｡土器は小片化 ･摩

耗が進んでおり個体識別が困難ではあるものの､大半

は貝殻条痕系のもので､胎土 ･器厚等の諸特徴から

10個体未満の深鉢があったと推定される｡なお､図

化資料以外に尖底の底部片 1点があり､貝殻条痕系の

一群よりは古相のものであろう｡
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第57図 縄文時代早期の集石遺構 (3)

【打製石鍛】

チャー トChlO～Ch14･Ch17は打製石鉄の生産に

あたったものである｡打製石鉄生産にともなう調整剥

片が各母岩とも大量に出土し､主なもののみ図化対象

とした｡調整剥片の特徴は以下のとおり｡打面は点状 ･

線状のほか､打製石鉄の表面が大きく打面に含まれる

ものがある｡後者の打面と石器正面とのなす角度は､

統計処理等は経ていないものの､打製石鋲の側縁の角

度と共通あるいはやや大きいものであり､ある程度整

形の進んだ工程での調整剥片とわかる｡剥片形状は細

石刃様のもの､幅広不定形のもの (末端広がるもの ･

先細りのもの等各種あり)がある｡調整剥片どうしの
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表12 縄文時代早期の集石遺構一覧

No 層 位置 遺構の特徴や検出状況 ･方法等 土坑規模 ･棟範囲 (m) 襟の包含状況 ･襟個別の特徴 埋土 炭化物

iSl13Ⅵ 丘陵南斜面 散棟下で検出｡ 13×10×04 土坑上部に横を密に包含｡配石なし｡ 1層は黒色土･2層は暗 1層に径5rTm程度の炭化物
褐色土｡2層の暗褐色土 包含｡

は黒色土と褐色土がま
だらに混在するもので､
壁面のⅦ層との区別が

明確であった｡

2Sl15Ⅵ 丘陵南斜面 散棟下で検出｡ llxll:く03 土坑上部に襟を密に包含｡配石なし｡ 土坑上部に堆積する1･23層中に径3-5mmの炭化

層黒褐色土､土坑下部 物を顕著に包含｡l･2層に

に堆積する3層暗褐色 炭化物はほとんどなし｡
土｡

3Sl54Ⅵ 丘陵南斜面 散標下で検出｡ 11×11×03 土坑上部に襟を密に包含｡配石なし｡襟 1層は黒色土･2層は暗 1層に径5m程度の炭化物

検出面は､集石遺構中心に向かって渦を 褐色土｡2層の暗褐色土 包含｡
巻くような格好で襟が配される｡ は黒色土と褐色土がま

だらに混在するもので､
壁面のⅦ層との区別が

明確であった｡

4Sl18Ⅵ 丘陵南斜面 上部の削平はなく､ほぼ本来の形状を 07×07×02 土坑上部に横を密に包含｡配石なし｡ 極暗褐色土｡ 径1-3mmの炭化物粒､焼

保つと想定される｡ 土粒を疎らに包含｡

5Sl52Ⅵ 丘陵南斜面 散樺下で検出｡ 土坑上部に襟を疎らに包含｡配石なし｡ 暗褐色土｡ 径2mmの炭化物粒を疎ら

に包含｡

6Sl53Ⅵ 丘陵南斜面 散襟下で検出｡ 08xO7×02 土坑上部に襟を疎らに包含｡配石なし｡ 暗褐色土｡ 径 1mの炭化物粒を疎らに
包含｡

75151Ⅵ 丘陵南斜面 散襟下で検出｡ 土坑上部に棟を疎らに包含｡配石なし｡ 1層褐色土､2･3層のみ l層中にのみ炭化物を顕著
黒褐色土｡ に包含｡

8Sl12Ⅵ 丘陵南斜面 散襟面で検出｡ 09xO9×03 土坑上部に襟を疎らに包含｡配石なし｡ 1層は黒色土･2層は暗 1層に径5mの炭化物包
褐色土｡l層には径l～ 含｡ 2層は少量包含｡

3mmの砂利を含む｡

9Sl33Ⅵ 丘陵東斜面 直上の表土中に大王の赤化襟が含ま 14x10×Ol
れていた｡赤化襟は､破壊された集石

遺構棟であろうと想定され､赤化棟の

9Sl34Ⅵ 丘陵東斜面 最も密集した箇所でSl33が検出され 09×0.8×03
た｡以上の点から､5133は耕作にとも
なって深く削平されたものと判断した｡

Sl34はSl33に切られる｡

1層は黒褐色土･2層は 1層に径5m程度の炭化物
暗褐色土｡ 粒を疎らに､極小な炭化物

粒を顕著に包含｡

埋土中には丸餅状の赤化横を多く含む｡暗褐色土｡ 極小な炭化物粒をわずかに
含んでいた｡

10Sl10Ⅵ 丘陵南斜面 2段握りの土坑｡深さ10cmの浅い皿 08xO7×03

状の土坑があり､その土坑中央に深さ

15cm､径25cmのピット状の掘り込み

を持つ｡

襟は上部の浅い皿状の土坑中にのみ包 1･2層ともに暗褐色土で

含され､下部のピット状の握り込みに あまり差がなく､上部に
は包含されない｡ 小林軽石が良く含まれ

る｡

llSl17Ⅵ 丘陵南斜面 上部は削平あり｡土坑 ランは明確で 09×09×08
なく､炭化物の含有状況､棟の入り方

などで判断した｡

襟は､土坑床面まで詰まる｡襟の大半は 暗褐色土｡
赤化｡配石なし｡

ごくわ ずかに炭 化 物 粒 を包

含｡

12S119Ⅵ 丘陵東斜面 上部は削平を受けており｡土坑の ラ 10×09×01
ンは明確でなく､炭化物の含有状況､

襟の入り方などで判断した｡

集石遺構の中央には長径20cm程度の 暗褐色土｡

大形襟3点が検出されたが､規則的な配

置ではない｡

ごくわずかに炭化物粒を包
含｡

13Sl8 Ⅵ 丘陵東斜面 散横面で検出｡ 襟は土坑底面まで満遍なく充填される｡ 暗褐色土｡ 最大で径5mm程度の炭化

配石なし｡ 物を包含｡

14Sl7Ⅵ 丘陵東斜面 土坑上部は削平されており､土坑の本 2lx12×02
乗の形状は不明確であるが､かなり大
形の集石遺構であった可能性が高い｡
検出面の棟を一枚外すと､すぐに配石
が検出された｡配石は土坑底部に直

接置かれていた｡

土坑中央に25cmx20cmx15cmの大き 褐色土｡

な平石が置かれ､その周囲を廻るように

10-30cm角の平石が配置される｡

土坑底部に径3-5mmの炭

化物粒が密に貼り付く｡

15Sl26Ⅵ 丘陵北東斜面 散横面で検出｡ 棟総数15点の小規模なものである｡ 周辺には径2mm程度の炭

化物粒が点在｡

16SlllⅥ 丘陵南斜面 散横面で検出｡ 08×06

17SlldⅥ 丘陵北東斜面 包含層掘削中検出｡ Sll6周辺のⅥ層がやや下がっておリ､襟 ~

は､その凹みにたまったものと想定され

周辺に少量炭化物散る｡

18Sl5Ⅵ 丘陵東斜面 襟は､斜面のやや盛り上がった箇所に 17×13 散標の一部か｡ 襟下に径3-5mmの炭化物

密集する｡ 粒が目立った｡

19SldⅥ 丘陵東斜面 散横面で検出｡ 散襟の-部かoS15に比べ､襟密度は低 炭化物粒や焼土は検出され

い｡ なかった｡

205日 Ⅵ 丘陵北斜面 表土除去時点でⅥ層まで削平｡遺構 07×08 横下にq)3mmの炭化物 ･焼
上部はすでに削平か｡ 土粒あり｡

2lSl2Ⅵ 丘陵北斜面 砂襟層直上で検出｡ 13x12 横径は20cm前後･5-10cm前後が混 一 炭化物の集中､焼土等は未

在｡横の大半は赤化｡ 検出｡

22Sl3Ⅵ 丘陵北斜面 襟群周辺には楳層頂部が露出し､襟 13×13 赤化した破砕襟が中央に集中｡その周辺 周辺には若干の炭化物｡焼
群にはその襟が用いられる｡ には､非赤化大形襟あり｡ 土等は未検出｡
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表13 縄文時代早期の集石遺構の構成傑

二

二

7

二

二

二

二

二

二

二

二

二

一

石材 (点数) 重量 石材 (重量%)

尾鈴 砂岩 ホルン (kg) 尾鈴 砂岩 ホルン

666 71 11 18 832 63 12 25

294 72 10 18 42.0 74 13 13

439 70 11 19 1367 70 11 19

6 68 15 17 142 62 18 20

69 44 11 45 231 44 11 45

122 40 21 39 114 40 21 39

177 66 10 24 307 66 10 24

55 109 30 9 61

尾Sl51,尾Sl52

備考

尾Sl51+Sl7,尾Sl5+5115(G51)

尾Sl51+Sl52,尾Sl51+Sl52+8026(G62)+3548(G53)+5271(G51)+5124(G51),尾Sl52

尾Sl52+4322(G52)+5051(G51)+4804(G51)+20205(G41),尾SI54+SI52+8026(G62)+

3548(G53)+5271(G51)+5124(G51).尾Sl51.尾5151+5154.尾S115+5115(G51).尾S113.尾

Sl54

尾Sl52,尾Sl52+Sl54.尾Sl15+Sl7, 尾Sl13.尾Sl54+Sl52+8026(G62)+3548(G53)+5271

(G51)十5124(G51)

尾Sl52+4322(G52)+5051(G51)+4804(G51)+20205(G41)

尾Sld ホSld+7156

尾Sld+2378 ホSld+7173

尾Sl19,Sl5+2378.秒Sl34,ホSll9+7156.ホSl5+7173

表14 縄文時代早期の炉穴 ･土坑一覧

No 層 位置 検出状況 ･調査方法 平面形 ･床面傾斜等 規模 埋土 炭化物

l SP60 VI 検出困難｡南半をⅦq 平面l 長軸35mx短軸

軸は南西から北 層中'北半をⅧ層上面 票豊 宗L?驚 宗=b諾 08m東に向かう｡ で検ttiD
落込みが見られた｡

SP62を切る｡l層はⅦb層に類似することか 満遍なく吉子rL､

ら､トンネル状の煙道天井の崩落にともなう くに､土坑底面付
可能性があるO土坑の一端の床面はよく焼 近で顕著｡
けていた｡

2 SP21① Ⅵ 丘陵南斜面で､長 検出困難｡Ⅶo層中で 長 楕円形

軸は南西から北 検出｡
東に向かう｡

長軸15mx短軸 2層に分かれ､暗褐色土が堆積した後､非常 埋土下層の暗褐

09mx残深02m に硬質の黒褐色土のブロックが哩土上部の 色土中～土坑底
中央に堆積する｡後者には赤化樺含む｡ 面で顕著｡

3 SP21② Ⅵ 丘陵南斜面で､長 土坑 に切 平面は先細りの楕円形で､床 長軸27m+cIX短軸 大半が褐色土であり､土坑北端に非常に硬 満遍なく含まれ､と

警‡謂 芳書こら北 られる｡ 票‡至芸芸三豊 ;霊芝､ら 09mx残深02m 芸冨孟署.誓it7品言?APG荒5fT.m程度の鮒 蓋≒諾 讐 付

4 SP50 Ⅵ 丘陵南斜面で､長 検出困難｡南半をⅦ□ 平面は細長い長楕円形で､床 長軸35mx短軸 複雑｡煙道付き炉穴(違穴土坑)であったと

聖篭 票言こら北 軍芸よ誓 Ⅷ層上面 芸芸芸写;L?慧 =b諾 08m 書器 蓋還 tl手篭 r9;諾 Rr志

5 SPdl･62 Ⅵ 丘陵南斜面で､長 検出困難｡Ⅶcl層中で 平面は細長い長楕円形で､床 長軸53mx短軸 SP62を切ってSP61が構築される｡一端の円 満遍なく含まれ､と

望諸 宗雪こら北 検出｡ 霊芸霊芝芸?62と重複する位 09m ご…㌘ 状に下がる部仰 床面がよく焼けて 芸=i諾 緬 付

6 SC4 Ⅵ F21 長軸16mx短軸 4層に分かれ､硬くしまる｡ 各層中に2mm以

14m 下を疎らに含む｡

7 SC20 Ⅵ F21 長軸18mx短軸想定 2層に分かれ､硬くしまる｡ 各層中に2mm以

12m 下を疎らに含む｡

spx Ⅵ 写真整理中発見｡
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第59図 縄文時代早期の土器

接合も複数例確認されている｡石核は概して小形であ

り､下端が尖るような残核形状が特徴的にみられる｡

石核に残された剥離面や中 ･大形剥片からは､打製石

鉄の素材剥片は縦長剥片から幅広剥片である｡

桑ノ木津留産黒曜石は打製石鋲生産の有無が明確で

ない｡同石材には打製石鉄のほか､尖頭器様の異形石

器2点がある｡異形石器はチャート製打製石鉄の生産

地点で出土し､あきらかに搬入品である｡

腰岳産黒曜石 ･姫島産黒曜石等も器種生産の様相が

明確でない｡

【その他の石器】

打製石鋲のほか､少量ではあるがホルンフェルス製

の削器等が出土した｡

【炭 化 材】

E33GrⅥ層中から炭化材が検出され､これについ

て年代測定と樹種同定を古環境研究所に依頼した｡分

析の結果､コナラ属アカガシ亜属 (補正14C年代8210

±40B.P.)の材と判明した｡
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表15 縄文時代早期の石器石材と剥片剥離

母岩 原石 ･石質の特徴 図No 石器生産の様相

ch10 剥離面は乳白色で､幅のある黒色縞が入る場合 669-748 打製石鍍生産主体.
あり｡透過性あり｡

chll 横面はうすい黄褐色でザラザラする.剥離面は 749-763
くすんだ白色～緑に近い灰色で霜降り肉風｡黒
筋が走る｡透過性なし｡推定円棟｡

ch12 剥離面は油脂状光沢が顕著で､うすい小豆色～ 764-791
ワカメ ･コンプといった海草類に近い濃い緑
色｡わずかに黒筋が入る｡透過性あり｡

チ ch13 岩石学的には石英 (玉髄)に属するものか｡剥 792-806
ヤ 離面は桜色～白色～透明～銀色 (昔からある金
l 平糖の色に近い)で､場所によっては晶洞を持
ト っ｡透過性はないあるいは低い｡

ch14 剥離面の見た目はEE]舎緋風.乳白色に､濃い藍 807-826
色の筋が縦横に走る｡ChlOとの境界が難 し

い｡透過性あり｡

ch15 剥離面は濃い灰色｡

ch16 剥離面は濃い小豆色｡

ch17 黒緑｡

点 総重量 (g)

80 91.0

打製石紙生産主体｡横面残着率の高 15 21.1
さから､原石が小振りであったか､
原石あるいは分割傑持ち込みの後､
剥片剥離したものか｡

打製石鍍生産主体｡

打製石鍍生産主体｡

打製石鍍生産主体｡

838 打製石鍍 1点のみ｡

839 打製石鍍 1点のみ｡

打製石鍍調整剥片が大半｡色調の類

似から､Ch12と同一母岩の可能性あ

28 28.6

15 24.4

20 37.1

4

7

R 流紋岩｡

sn サヌカイ ト｡

HZ ホルンフェルス｡

そ 姫Ob 姫島産黒曜石o
の

他 腰Ob 腰岳産黒曜石｡

桑Ob 桑ノ木津留産黒曜石｡

sh 頁岩｡

S 砂岩｡

840 打製石鉱 1点のみ｡

653･834-837打製石鍍5点のみ.

846-905

652･654･841 打製石鉱は単独出土｡剥片類は打製

～845 石鍍調整剥片か明確でない.

658 打製石鍍1点のみ.

827-833

660 打製石鍍1点のみ｡

906 鼓石1点のみ.
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第60図 縄文時代早期の遺構分布 ･遺物分布 (1)
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第66図 縄文時代早期の石器 (4)

E33Gr出土炭化材の放射性炭素年代測定 ･樹種同定結果

<年代測定>

1.試料と方法

地点 ･層準 種類 前処理 ･調整 測定法

E33GrIVI 炭化材 (アカガシ亜属) 酸-ア佃リー酸洗浄,石墨調整 加速器質量分析 (AMS)法

2.測定結果

lJC年代 613C 補正 14C年代 暦年代 (西暦) 測定No

(年BP) (‰) (年BP) (Beta-)

8250±40 ･27.2 8210±40 交点 :GalBC7190 161170
10･:calBC7310～7140

20･:calBC7340～7080

1)1LIC年代測定値 試料の1LIC/12C比から､単純に現在 (1950年AD)から何年酌かを計辞したイ虹 14Cの半減卿 ま､国際白雅 例によりLibbyの5,568年を用いた｡

2)∂】3C測定値 試料の測定14C/】2C比を補正するための炭素安定同位体比 (】3C/】2C)｡この値は標準物質 伊DB)の同位体比からの千分偏差 (‰)で表す｡

3) 補正 14C年代値 613C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り､】4C/12Cの測定値に補正値を加えた上で界出した年代｡

4) 暦年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより界出した年代 (西暦)｡較正には､年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値､およびサンゴの

U-Th年代と14C年代の比較により作成された較正曲線を使用した.成新のデータベースでは､約 19,000年BPまでの換界が可能となっている｡

暦年代の交点とは､補正14C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する｡1(∫(68%確率)･2(∫(95%確率)は､補正日C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦

年代の幅を示す｡したがって､複数の交点が蓑記される場合や､複数の 1rI･2rI値が表記される豚舎もある｡

3 考察

加速器質i誌分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果､E33グリッドから出土した炭化材 (コナラ属アカガシ推属)では､8,210±40年BP(2J̀の暦年代でBC7,340-7,080

午)の年代値が得られた｡なお､放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅が大きくなっているが､これは該当時≠9ゆ暦年代較正曲線が不安定なためである｡

文献

SLulVer,M ,eLal,(1998),LNTCAL98RadlOCarbonAgeCallbratlOn,Rad)ocarbon,40(3)

中村俊夫 (1999)放射性炭素法 考古学のための年代測定学入門 古今却見 pl･36

<樹種同定>
1.試料 試料は､E33グリッドから出土した炭化材 1点である0

2 万法 科 を割折して新鮮な基本的三断面 (木材のW r面､放射断面､接線断面)を作製し､落射顕微鏡によって 75-750倍で観察した｡同定は解剖学的形質および現生標本との

対比によって行った｡

3 結果 分析の結果､E33グリッドから出土した炭化材はコナラ屈アカガシ亜属と同定された.以下に同定根拠となった特徴を記し､各断面の顕微鏡写iTを示す｡

コナラ属アカガシ亜属 Quemussubgen.Cyclobalanopsls ブナ科

横断面 :中型から大型の道管が､1-数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である｡道管は単独で複合 しない｡

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で､放射組織は平伏細胞からなる｡

接線断面 :放射組織は同性放射組膿型で､単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である｡

4 所見 E33グリッドから出土した炭化材は､コナラ属アカガシ弛属と同定された｡コナラ属アカガシ亜屈にはアカガシ､イチイガシ､アラカシ､シラカシなどがある｡本州､四国､

九州に分布する常緑高木で､高さ30m､径 15m以上に達する｡材は堅秋で強靭で弾力性が強く､耐湿性も高いO

文献

佐伯浩 ･原田浩 (1985)針英樹材の細胞 木材の構造,文永堂出版,p20･48

佐伯浩 ･原田浩 (1985)広恭掛けの細胞 木材の構造,文永堂出版 p49･100

島地謙 ･伊東隆夫 (1988)日本の追跡出土木鮎17'総民 雄山rA1,296p
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第67図 縄文時代早期の石器 (5)
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第70図 縄文時代早期の石器 (8)
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第71図 縄文時代早期の石器 く9)
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第72図 縄文時代早期の石器 (10)
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第73図 縄文時代早期の石器 (ll)
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第74図 縄文時代早期の石器 (12)
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第75図 縄文時代早期の石器 (13)
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第 6節 縄文時代晩期の調査

縄文時代晩期の環境

花粉 ･植物珪酸体分析では､イネ科やヨモギ属を主

体としてキク亜科なども生育する比較的乾燥した草原

が成立し､周辺地域にはカシ林 (コナラ属アカガシ亜

属)やシイ林 (シイ属-マテバシイ属)などの照葉樹

林､ナラ林やハンノキ林などの落葉樹林､およびスギ

やマツ類などの針葉樹林が分布し､そしてクリ林の増

加がみとめられるという (第Ⅱ章参照)｡植生からは､

旧石器時代以来みられた低地 ･湿地は埋没し､乾地に

転換していたと言える｡

縄文時代晩期の遺構 ･遺物の概要

Ⅲ層のうち､御池ボラ上位10-15cmかつ高原スコ

リア下位より､深度幅15cm前後の中で総数100点ほど

の土器小片 ･石器 ･磯が出土した｡これらの分布はC

6-C7･B7Grに集中する｡C6-C7･B7Grは最低所

からやや上がった低地に相当する｡これらのほか､A

区で勾玉が表探された｡

なお､確認調査でピット状の遺構とみえたものは､

精査の結果､樹痕等と判断した｡

縄文時代晩期の遺構

磯はC6-C7･B7Grに散漫に広がっていた｡分布

範囲は石器の分布と重複している｡磯は非常に風化が

進んでおり､一見､剥片のようにみえるものもみられ

た｡磯石材はホルンフェルス風のものである｡

晩期土器
A a C D E ド ら H l

9

8 ー4
5 ー3 4

7 1 2 2
1 ー4 4

6 ー 2
2 ー

5

4

3

2

1

0

縄文時代晩期の遺物

土器は小片化が著しく､図化に耐えうるのは深鉢口

緑 (第78図907-909)､同底部 (第78図910)のみで

ある｡口緑はやや外反し､909のように口唇に丁寧な

横ナデのはいるものもある｡土器の個体数等について

は､未図化資料もあわせいずれも粗製探鉢の小片であ

ること､底部は図化した1点のみであること､出土位

置が近接していたことから､おそらくは1-2個体分

の深鉢であろう｡晩期初頭のものか｡

勾玉 (第78図911)はC字勾玉である｡蛇紋岩製｡

石器はすべて尾鈴山酸性岩類製剥片である (第78

図912-第82図962)｡石核や明確な二次加工を持つ資

料はみられない｡当初､自然磯と認識していたものの､

あきらかな人為的剥離を認めたため､石器群と判断し

た｡

剥片は､縦長からやや幅のある不定形剥片が多い｡

打面は広くかつ無調整で､大半が磯打面である｡作業

面調整はない｡磯面は赤化しているものが多いが､赤

化は剥離面にはおよばないことから､剥片剥離以前に

横面が赤化している｡接合例は952十953十954のみ剥

片剥離接合であり､他接合例はすべて剥片の折れ面ど

うしの接合である｡石材が脆弱であるためか､剥片打

点から縦裂けを起こす､あるいは外形の変化点 ･剥離

面の歪み部分から分割している｡
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第77図 縄文時代晩期の磯 ･遺物分布
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第78図 縄文時代晩期の土器 ･石器 (1)
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第79図 縄文時代晩期の石器 (2)
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第81図 縄文時代晩期の石器 (4)
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第82図 縄文時代晩期の石器 (5)

第 7節 古代の調査

表土除去中に､F73･G73Gr表土より､須恵器杯の 須恵器杯は身の口綾部から体部の一部である｡高台

小片が出土した｡出土地点周辺を中心に該期の遺構存 付近の情報を欠くため不明瞭であるものの､9-10C

在を想定し精査したが､何ら検出されなかった｡ 頃のものか (末図化)｡
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第 8節 層位横転箇所の調査

本遺跡では､A区に3基､B区に2基､合計 5基の

層位横転箇所が検出された｡旧地形との関係でいくと､

丘陵から低地､沢そばまでまんべんなく分布すること

となる｡全て埋土中にK-Ahを帯状に含むことからK-

Ah降灰以降のものと判断される｡

【SC32】 (第83図)

B区丘陵北斜面で検出された｡平面形は長径1.8m､

短径1.4mの楕円形をし､深さは約40cmである｡検出

時点での平面観察や､半裁時の土層観察の結果､層位

横転は西に向かって生 じており､その時期はK-Ab上

のⅢ層 (クロボク)堆積中とわかった｡埋土のうち､

地山Ⅲ層ブロック中から炭化 したイチイガシ (種実同

定は肉眼観察による)が 1点検出された｡イチイガシ

についてはAMS法により年代測定をおこなった結果､

補正14C年代は5,580±50年BPであった｡

SC32土層注記

任)層 褐色土 (Hue75YR4/4)

Ⅵ屑に近く炭化物を多く含む

②層 明褐色土 (Hue75YR5/8) K･Ah･Ⅶ屑混在

③屑 明褐色土 (Hue75YR5/8) K-AhIV層混在

(釘屑 褐色土 (Hue75YR4/6)
Ⅶ層に近くK･Ahフロック含む

※ K･Ah･TJI～Ⅵ1屑は地山土まま

第83図 層位横転箇所

SC32の地山Ⅲ層出土炭化物に関する放射性炭素年代測定結果

1.試料 と方法

地点 ･層準 種類 前処理 ･調整 測定法

層位横転,K-Ah上黒ボク土 炭化種実 酸-アルカリー酸洗浄,石墨調整 加速器質量分析 (AMS)法

2.測定結果

)AC年代 613C 補正 14C年代 暦年代 (西暦) 測定No.

(年 BP) (%｡) (年 BP) (Beta-)

5610±50 -26.7 5580±50 交点 :calBC 4380

10 :calBC 4460- 4350

2 0 :calBC 4500- 4340

1)】4C年代測定値 試料の 14C/】2C比から､単純に現在 (1950年 AD)から何年前かを計許 した値014Cの半減期は､国際的似例によりLlbbyの 5,568年を用

いた.

2)613C測定値 試料の測定 14C/12C比を補正するための炭索安定同位体比 (13C/12C)｡ この値は標離物質 (PDB)の同位体比からの千分偏差 (‰)で表す｡

3)補正 】JC年代倍 613C測定値から試料の炭紫の同位体分別を知 り､】4C/12Cの測定値に補正値を加えた上で節出 した年代C

4)暦年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより節山 した年代 (西暦)O較正には､年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な

測定値､およびサンゴの U-Th年代 と14C年代の比較により作成 された較正曲線を使用 した｡放新のテ一夕--スでは､約 19,000年 BPまでの換節が可能

となっている.ただ し､10,000年 BP以前のデータはまだ不完全であり､今後も改善される可能性がある.暦年代の交点とは､補正14C年代値 と暦年代較

正曲線 との交点の暦年代値を意味するulu (68%確率)･20 (95%確率)は､補正 14C年代値の偏差の幅を,較正曲線に投影 した暦年代の幅を示す｡ した

がって､複数の交点が表記 される場合や､複数の 10 ･20値が表記 される場合 もある.

3 考察

加速器質iit分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果､5,580土50年 BP (20の暦年代で BC4,500-4,340年)の年代値が得 られた｡

文献 StulVer,M ,etal,(1998),INTCAL98RadlOCarbonAgeCallbl.atlOn,RadlOCal.bon,40(3)
中村俊夫 (1999)放射性炭素法 考古学のための年代測定学入門 古今杏院,pl-36
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第Ⅴ章 調査資料の通史的分析 ･検討

【旧石器の特質～特に石器生産について】

唐木戸第4一Ia期は､湿地を臨む丘陵上に遺構 ･

遺物が確認された｡特記される点として､SI56･58

のように､磯群そのものが大きく傾く･もぐり込むも

のがみられたことが挙げられる｡これについては､

SI56･58そばには小規模な土石流が確認されたこと

から､大雨 ･地震等の自然災害が生じたことによる地

滑りが原因として挙げられ､その背景には離水後間も

ない､不安定な環境が想定できる｡

石器群からは､角錐状石器の頻繁な製作があったこ

とが理解される｡いずれの母岩も磯面除去等が遺跡外

ですでに行なわれ､その後の素材剥片剥離 ･角錐状石

器生産が遺跡内でみられる｡素材剥片ならびにその用

い方に規則性はなく､臨機応変な石器生産となってい

る｡完成目標は全長5cm前後の比較的小形の角錐状石

器であり､単一母岩で搬入とみられる角錐状石器もま

た同等のサイズである｡遺跡内で製作された角錐状石

器の多くは欠損しており､その最終剥離の位置等に注

視すれば､製作途上で欠損､廃棄されたものが大半で

あることがわかる｡

角錐状石器と対照的なのが縦長剥片素材のナイフ形

石器である｡いずれも遺跡内での生産が明確でなく､

おそらくは別遺跡で製作されたものが製品､あるいは

半製品 ･素材剥片の状態で持ち込まれたものであろう｡

各石器の特徴としては､全長5-6cm前後 ･重量5-

10gで､縦長剥片の打面部を石器基部に設定し､バル

ブの厚み ･歪みの除去を意図したような裏面平坦剥離

が挙げられる｡また､これらと共伴して整形方法 ･厚

み (刃縁角が鈍くなる)の上で角錐状石器とナイフ形

石器の中間的な様相を示す一群もみられる｡

このように､角錐状石器と縦長剥片素材のナイフ形

石器を比較すると､遺跡内製作の角錐状石器 ･製品持

ち込み等のナイフ形石器に大別される｡これらは編年

上､6段階 (宮崎県旧石器文化談話会2005)に置い

てよいだろう｡

なお､小形の切出形ナイフ形石器 (第39図407･

408)は､角錐状石器 ･縦長剥片素材のナイフ形石器

と大きく分布を違えており､層位的にもやや下位であっ

たことから､角錐状石器と縦長剥片素材のナイフ形石

器よりも古いものと考えられる｡編年上､5-6段階

古に位置づけておきたい｡

【細石刃石器群について】

細石刃石器群の石材は､後期旧石器時代最終末には

桑ノ木津留系 ･日東系 ･腰岳 ･産地不詳の黒色黒曜石

(おそらく西北九州系)が､縄文時代草創期には阿蘇

手野産の黒曜石 (羊野ob)､流紋岩 (母岩R9-Rll)､

チャート (母岩Ch3)がみられ､時期によって石材利

用が大きく変化する｡

□ 桑ノ木津留産 Ob

□ 腰岳産 Ob

第84図 桑ノ木津留 ･腰岳産Ob

製細石刃核の重量比較
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遺跡と石材産地との位置 ･距離関係からは､南九州

～西北九州までとより広域の石材がみられる後期旧石

器時代最終末､阿蘇周辺の中九州の石材が多用される

縄文時代草創期となり､集団の行動領域 ･石材獲得の

変化等を示すものである｡

また､後期旧石器時代最終末の細石刃核には石材別

で大小差があり､桑ノ木津留産黒曜石以上に腰岳産黒

曜石を使い込むという石材消費の違いを示している (第

84図)｡これは腰岳産黒曜石に最少5回以上の打面転

移を繰り返すものがあることからも後押しされる｡

【遺物からみた縄文時代早期の行動】

検出遺構 ･出土遺物の違いから､集石遺構や炉穴群

の形成される丘陵と､打製石鉄製作土止である丘陵斜面､

打製石鉄使用の場 (狩り場等)である湿地といった､

遺物 ･遺構の展開と地形差に見られる相関から､場の

機能の想定ができる｡

また､遺跡全体での遺物組成は､打製石鋲 ･少量の

土器が主体となる｡他遺跡の遺物組成と比較した場合､

大きいもの ･重量のあるもの-すなわち､大量の土器､

石皿 ･磨石といった重量のある石器など-が見当たら

ない点も注目される｡可搬性に富む遺物が多く､遺物

組成に偏 りが見られる｡遺物量や組成の偏 りから考え

ると､大量の散磯や集石遺構､炉穴群は､短期間の居

留 (あるいは滞在)の積み重ねで生じたものと想定さ

れる｡

【磯と人間行動の関わり】

本遺跡からは､磯を用いた遺構としてナイフ形石器

群の磯群 ･細石刃石器群の磯群､縄文時代早期の散疎 ･

集石遺構の大別3時期にわたってみられた｡

ナイフ形石器群にともなう磯群は､他周辺遺跡で一

般に検出される磯群と異なるものとして､裸径15-

20cmと比較的大ぶりの赤化磯が密に集中するものや､

隆起した磯層頂部の磯をそのまま用いるものがみられ

た｡この特異な磯群については､当時の表土直下に磯

層あるいは磯層頂部が存在するという共通点がある｡

第Ⅱ章でみたように､Ⅰ期首田川あるいはその支流

が三財原面と深年Ⅲ面間の段丘崖下を流れており､

ナイフ形石器群は離水後間もない段階で残されている｡

したがって､磯径が大きい点の背景には､Ⅰ期宮田

川にともなう磯のふんだんな供給があったことに求め

てよいと考えられる｡

続く細石刃石器群にともなう磯群は､小児頭大以下

の小振りの襟が搬入され､それが破砕された状態で検

出されている｡この特徴は､他周辺遺跡にみられる該

期の裸群と同等である｡

縄文時代早期になると､回収分のみでも2t強と膨大

な襟量で構成される散磯 ･集石遺構が展開する｡磯の

遺跡搬入時のサイズは､接合結果から人頭 (大人)大

以上の比較的大形のものであり､これは､細石刃石器

群にともなう磯群構成襟の元のサイズと比較し､かな

り大形のものである｡縄文時代早期になって､必要と

する裸量が増大した可能性がある｡

この膨大な磯をどこから供給したかが問題となるが､

磯の供給は､おそらくは河原石あるいは段丘構成磯で

あったと推定される｡磯量は2t強と膨大であることか

ら､磯の供給元は第Ⅲ章でみた遺跡脇を流れるⅢ期

宮田)廿やその氾濫原に求めてよさそうである｡具体的

には唐木戸第5遺跡の位置や埋没しつつあるⅠ期宮

田JJ周 辺が相当しよう｡一見､現在の官田川がⅤ字谷

の底を流れることから､磯の供給にあたって膨大な作

業量が投入されたように錯覚しがちであるが､古環境

を復元することにより遺跡すぐ脇にふんだんな磯の供

給元があったと解釈できるのである｡

本遺跡では､古環境の変遷と磯で構成される遺構 (樵

群 ･集石遺構)との間に一定の関係性をみることがで

きた｡そこからは､襟を駆使した生活の中で､与えら

れた環境に応じて臨機応変に磯を利用する人の姿を垣

間見ることができ､人が資源とどう向き合っていたか

を知る好例となった｡
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第85図 磯群 ･集石遺構の石材別重量比

【集石遺構の変遷について】

本遺跡からは､回収分のみでも2t強と膨大な磯量で

構成される散磯 ･集石遺構が展開する｡遺構が構築さ

れた時期は､散磯に混じって多く出土した貝殻条痕系

土器群の時期をあててよかろう｡こういった大規模な

散襟 ･集石遺構の展開は続く押型文土器の時期にも継

続かつ規模増大をみせる｡集石遺構には川南町尾花坂

上 ･高鍋町野首第1･2遺跡等で確認されたような直

径2m･掘り込み1m近い大規模なものもみられるよ

うになり､集石遺構を用いた活動がもっともピークを

迎える｡層位的にはML1-MBO境に集中する傾向が

ある｡

その後､K-Ah直下のMBO上部から中部にかけて､

轟 Ⅰ式等早期後半の資料が伴う散磯の存在が確認され

ている｡本遺跡でみられた散裸 ･集石遺構と比較して､

明確な掘り込みを持つ集石遺構を伴わず､かつ細かく

破砕した赤化磯が小規模に散らばる散磯がみられる｡

新富町西畦原第2遺跡 (2次調査)､東畦原第1遺跡 (4

次調査)が挙げられる｡

- - ■ ■ ■ ■ ■ ■

- -■■■■■■■■■■■

01 20% 401 60% 80% 100%

第86図 磯群 ･集石遺構の石材別点数比

【打製石鋸の分類･生産の様相について】

本遺跡の縄文時代早期をもっとも特徴付けるのが､

打製石鉄の生産である｡これまで､打製石鉄を形状 ･

整形等の相違から単純に横並びに分類する傾向がみら

れるが､これについても打製石鉄の出土状況を優先さ

せることで､横並びでない縦並びの分類になる｡本遺

跡の打製石鉱の出土状況は､以下のA･Bに分けら

れる｡

A:単独出土例 (本遺跡のばあい､低地等)｡

ち:打製石鉄製作にともなう調整剥片 ･砕片等がとも

に出土 (本遺跡のばあい､丘陵上の生活空間)｡

Aは､その状況証拠から実際に狩猟等に用いられた

結果､回収されずに残された完成品とみてよい｡Bは､

打製石鉄末製品 (失敗品)を含む可能性が高い｡また､

使用された打製石鋲がたとえば獲物とともに回収され

たものや､使用による欠損を補うリダクション予定の

もの等､一旦完成された製品も含まれる可能性があろう｡
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こうなると､Aのような単独出土例は確実な製品と

みなすことができ､打製石鉄の種類を知るうえでもっ

とも重視されるべき資料群となる｡縦並び分類の頂点

に置かれるべきであろう｡Bは完成品 ･末製品 (失敗

品)が混在する状況であり､まずはそれらの分離が肝

心であるし､少なくとも分類にかける上では単独出土

例よりも下位に置かれるべきであろう｡

また､製作過程での欠損により廃棄された資料に接

合関係が673+674､675+676､682+683､810+

811の4例確認された｡各資料とも､欠損品を用いて

再び打製石鉄製作にかかることはなく､欠損直前まで

の製作過程の様子をダイレクトに残すものである｡そ

こからいくつかの特徴を抽出できた｡

1つは､打製石鋲のおおまかな全形が決定したら､

まず先端の最終整形から進められる点である (接合資

料4例中3例がこの過程で欠損)｡2つめは､先端完

成後､左側縁を最終整形する点である (接合資料4例

中1例/その後基部の決り整形過程で欠損)｡

特に先端から整形を開始する点については､単独出

土の打製石鋲に先端のみ再加工し尖鋭化させたと推定

される例と総合すると､打製石鍍使用者にとって尖鋭

な先端がより重要であったことを示していよう｡

【出土炭化材の意義】

今回の花粉分析ではK-Ahより下位において照葉樹

林の存在が認められなかった｡一方で､E33Grから

出土したアカガシ亜属の炭化材では､放射性炭素年

代測定によって補正14C年代8,210±40年BPが得ら

れた｡この時期には沿岸部等でアカガシ亜属を含む照

葉樹林が成立していたとされ (杉山1999)､そこから

本遺跡に何らかの形で材が持ち込まれたと推定される｡

アカガシは､堅くまた弾力性に富み､さらに耐湿性

にも優れたもので､福岡市拾六町ツイジ遺跡 (山口 ･

松村編1983)の鋤 ･鍬､杓子 ･しゃもじ､くさび ･

釘状の材 (弥生～平安)-カシが偏って利用されてい

る｡また､弥生時代から古墳時代にかけて､宮崎県内

全域でカシ､クヌギ､コナラ､シイノキなどの広葉樹

が建築材として使用されている (石川1991)｡本遺跡

で検出されたアカガシ亜属の炭化材は､上に見た例の

-:-攣f--;__:::--_;-i=.三言==くD675+676
@6@2.A,-@840.@

0- 5cm

第87図 製作中に折れた打製石鈷

ように､堅くまた弾力性に富み､さらに耐湿性も期待

された構築部材 ･木製品の可能性､あるいは燃料とし

て持ち込まれた可能性も想定しておきたい｡

今後､周辺地域で同様の分析 ･検討を行なうことに

より､照葉樹林の存在や分布拡大の様相のみならず､

その利用状況なども解明されてゆくことが期待される｡

【縄文時代晩期の尾鈴山酸性岩類の利用】

尾鈴山酸性岩製石器群の剥片剥離の特徴は以下のと

おりである｡

まず､長さ15-20cmほどの剥片も獲得できるよう

な大形の磯が選択されている｡宮崎平野部で多用され

る尾鈴山酸性岩類製敵石 ･磨石等に使われる石材と比

較し､あきらかに大形かつ租質の磯が利用されている｡

剥片剥離は､石核調整や打面調整等がなされることな

く､磯から直接､実施される｡磯面の赤化する資料の

存在から､剥離に先行した加熱処理も想起される｡剥

片は､縦長からやや幅のある不定形剥片が多く､また

大振りであり､簡単な刃器等を生産したのであろう｡

原石の獲得はⅠ･Ⅱ期宮田川の氾濫原等が想定され､

小規模な原産地遺跡の様相をもつと言える｡

本遺跡における尾鈴山酸性岩類の剥片利用は､後期

旧石器時代後半にまず少数みられ､もっとも多用され

るのが縄文時代晩期初頭である｡宮崎平野部では､尾

鈴山酸性岩類を磨石等の襟塊石器に用いることはこれ

までもよく知られていた｡一方､剥片を割り出して何

らかの石器として利用する様相はあまり認識されてい

なかったため､本遺跡例のもつ意味は大きい｡

-102 -



表16 宮崎県内における尾鈴山酸性岩類の主な利用例

遺跡名

川南町 市納上第4

中ノ迫第 1

赤坂

高鍋町 野首第 1

野首第 2

北牛牧第5

時 期

AT下 AT上 縄革 縄早 縄後 縄晩 弥生

l 貞 芹■■ ■ ■

- ■ ■ ■

■■
概 要

推定原産地遺跡あるいはそれに準 じる遺跡｡

K-Ah上位包含層出土｡

K-Ah上位包含層出土O

包含層出土｡磯片利用の刃器｡

MBl～Kr-Kb.少量の剥片剥離.

K-Ah上位包含層出土｡

唐木戸第4

//

本報告｡

本報告｡

新富町 永牟田第 1

宮崎市 椎屋形第 1

MB3出土｡傑器 1点があり､風化著 しい｡

包含層出土｡傑片利用の刃器｡

尾鈴山酸性岩類の剥片石器への利用は､新富町永牟

田第1遺跡例を最古とする｡盛んに用いられるのは縄

文時代後期から晩期であり､尾鈴山山麓一帯に位置す

る川南町市納上第4遺跡例等､大規模な原産地遺跡あ

るいはそれに準ずる遺跡もみられる｡

縄文時代後期から晩期の大形剥片石器への石材利用

は､おおむね-ツ瀬川～小丸川を挟んで､北と南でゆ

るやかな排他関係となる｡すなわち､南にあたる鰐塚

山系以北の清武川 ･加江田川流域の遺跡群では､大形

剥片石器に砂岩 ･頁岩といった堆積岩系石材が多くみ

られ､それは大淀川流域もほぼ同様のようである｡一

万､一ツ瀬川 ･小丸川一帯あるいは以北の名貰川流域

は､砂岩 ･頁岩といった堆積岩系石材以外に､尾鈴山

酸性岩類を大形の剥片石器に用いる比率が高くなる｡

【弥生時代以降の唐木戸第 4遺跡】

なお､縄文時代晩期を最後に､本遺跡での活発な人

間活動は追えていない｡なお､調査開始直前まで宅地

が1軒存在した｡聞き取りや土地利用図等を参照する

と､この1軒のほかかつては段丘崖下 (屋上は唐木戸

第3遺跡)にもう3軒あり､今回の調査区を全面畑地

として利用する､谷間の小規模な集落が形成されてい

たようである｡表採品の陶磁器には中近世まで遡るも

のはなく､近代以降のプリントもののみであることか

ら､明治時代以降､第二次世界大戦前後の開拓にとも

なう入植地と推定される｡

参考文献

石川悦雄1991｢宮崎における弥生時代竪穴住居の展開｣ 『宮崎県

史研究』第5号

杉山真二1999｢植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史｣

F第四紀研究』39号

宮崎県旧石器文化談話会2005｢宮崎県下の旧石器時代遺跡概観｣F旧

石器考古学』66号

山口譲二･枚村道博編 1983『拾六町ツイジ遺跡』福岡市埋蔵文

化財調査報告書第92集

-103 -



第Ⅵ章 調査方法等に関する検討

調査をふりかえると､炉穴 ･陥し穴 ･散磯ならびに

集石遺構の調査 ･記録方法についていくつか問題点 ･

着眼点が出てきた｡今後の調査に資する部分も少なく

ないと考え､ここに整理することとした｡

【炉穴･陥し穴の検出方法について】

炉穴 ･陥し穴の平面プラン検出に困難な場合が多く､

より早くかつ正確に遺構確認できないものかが問題と

なった｡そこで注意したのが硬質黒色土の小ブロック

の存在である｡ノJ､ブロックは小林軽石を含む灰褐色土

に似て硬質であり､また色調はより黒いことから調査

中は ｢黒コバ｣というニックネームで呼び慣わした｡

｢黒コバ｣は遺構埋土に含まれる場合が多く､遺構検

出の一方策となった｡

｢黒コバ｣は一般にKrJKb上面で目視でき､｢黒コバ｣

周囲には炭化物の混入もみられ､土色は暗くにごる (図

版132頁参照)0 ｢黒コバ｣の密度は遺構検出面では

散漫であり､削り込んで下げると密集した状態になる｡

調査の中で､炉六 ･陥し穴の存在に気づかず､大幅に

削り込んでしまった段階で検出されることがままある

のも､この密度の違いが一因となっているのであろう｡

｢黒コバ｣をはじめ､土壌の色調が黒色化する原因

としては､黒色化作用のある硝化バクテリアの存在や

二酸化珪素の多寡 (少ないと黒色化)､植生差､冠水､

風化の影響などが考えられ､遺構埋没のメカニズム等

を知る上で役立つ可能性もある (永野高行氏御教示)0

【陥し穴に関する自然科学分析について】

陥し穴について､植物珪酸体分析 ･放射性炭素年代

測定等､各種の自然科学分析が実施されてきた｡本遺

跡の調査においても､陥し穴埋土中出土の炭化物につ

いて放射性炭素年代測定を実施し､陥し穴構築年代を

知る目安とした｡その際注意したのは､炭化物の包含

される層の由来 ･成因である｡すなわち陥し穴は､使

用期間中から埋没するまでの間に､床面付近に土砂 ･

落ち葉等が積もることや壁の崩落等で埋まってゆくこ

とが予想される｡中には陥し穴を人為的に埋め戻した

と考えられる例もあった｡一口に陥し穴の埋土と言っ

ても､さまざまな由来 ･成因があることは明白である｡

したがって､壁崩落土等の安定性に欠ける土中より試

料を採取した場合､分析目的から逸脱する可能性がよ

り高くなろう｡

本遺跡の陥し穴からは､各層に炭化物が含まれてい

たが､上記の問題意識から､埋土最下部や壁崩落土､

不自然に柔らかい部分等を避け､自然堆積であった陥

し穴埋土最上部層で試料を採取することとした｡結果､

陥し穴が埋まりきる段階の年代を算出することとなっ

た次第である｡

他遺跡では､陥し穴埋土を対象とした植物珪酸体分

析等も実施されている｡これらについても､ここまで

示したような考古学的脈絡の中に位置づけられる試料

を提供しないかぎり､誤った解釈を生む一因となる｡

試料操作上の注意が必要である｡

【散傑･集石遺構の記録方法について】

これまで宮崎県内では､縄文時代早期の集石遺構と

して173遺跡2763例 (2003年2月の段階)が調査 ･

記録され (日高 ･柳田2003)､さらに増加の一途を辿っ

ている｡散磯 ･集石遺構の調査では､1/10-1/20

で図化するもの､範囲のみ平板図化するもの､写真の

みの記録等があり､報告書への掲載方法には1/80

前後で掲載するもの､ドット図､散磯範囲をトーン表

示､文章記録のみのもの等､多様な記録方法が採用さ

れてきた｡また､磯の大半は現地図化後に現地廃棄さ

れ､水洗 ･接合等を経て検討されたものは以外に少な

い｡調査者 ･調査規模等の諸条件に左右され､多様な

方法が採用されてきたと言える｡

こういった経過の中で､これまで散磯 ･集石遺構な

らびに遺物の分布､集石遺構の認定､磯そのもの等多

くの点について重要な発言がなされてきた (表17)｡

本遺跡の散襟 ･集石遺構の調査で採用した記録方法は､
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表17 散磯 ･集石遺構に関するこれまでの主な所見

遺跡名 発言等

橋山第 1-A地区 散磯 ･集石遺構の重なり方として､①散磯と集石遺構が重ならず､集石遺構の南に散僕存在､②集石遺

橋山第 11B地区 橋と重なるものの散操磯数は少ない､③集石遺構 ･散磯の分布は一致､がある｡また､2,000g越える操
(総数20点)は集石遺構の配石や台石として使用された可能性が想定され､それらの多くは集石遺構 ･

土器等の分布と正逆にあたる散磯 ･集石遺構の空白部分に分布する｡

久木野 散操 ･集石遺構間での磯接合とその解釈について､1･2区で実施 した散操 ･集石遺構間での磯接合か
ら､散僕の形成が集石遺構に起因すると主張した｡ただし､接合僕はほんの数個体に過ぎず､接合上の
技術的欠陥を考慮しても非接合磯の方が多い｡それは､特に集石遺構の周辺以外で僕分布の頻度が高い
ところにおいては､集石遺構の放棄 ･崩落 (土坑や配石を伴わないものの存在)を含めて何らかの意味
を考えねばなるまい｡宮崎においては､磯群除去後集石確認｡遺構本体が磯群下位にあるもの ･土坑配
石を持つものは検出し得ても､土坑や配石を伴わないものは検出困難0

集石遺構の認定基準について､散操除去後､底石のみ確認される場合があり､そのほとんどで掘 り込み
は確認できない｡仮に掘 り込みが存在 しても､それは非常に浅いものと推測する｡これを集石遺構に含
めるなら､底石が安定して検出された場合には､そのレベルが遺構床面か｡通常はその上に磯が集積 し
た状態となり散磯をも形成するO

橋上 焼磯と非焼磯ありO非焼磯で構成される集石遺構については､準備磯の残りと理解するO

中原 欠損面の赤化から複数回にわたる操使用を主張した点は注目される｡操数は他遺跡と比較 し少ない｡磯

の大きさは､完形磯のデータから200-500gが主体と推定する｡欠損面が赤化 している榛は､複数回使用
の可能性が高く､全集石遺構でみとめられる｡

橋上第4地点 層位的に分かれて集石検出｡集石間接合あり｡

掘 り込みを持たないタイプの集石遺構として取り扱ったが､集石遺構の周辺に散在する焼磯がやや密集
していた範囲である可能性も残されている｡

集石検出状況 包含層掘削中に､磯の集まりが検出される｡単体で集石遺構として認められる場合と広
範囲に焼磯が検出されこれを精査した結果､単体あるいは複数の集石遺構が認められる場合とがある｡

埋土は地山との違いが明確でなく､梶 り込み内の磯のスタンプが消えるまで平滑にし作図oV字状の大形

磯が密に充填されるものと疎らなものあり｡後者は密に詰まった内部礎の上層において中央が窪み､そ
の部分及び上層の磯は疎らかつ小振りな状態｡

芳ヶ迫第1等 結語 :アカホヤ層を除去した面で小磯が一面に散在していた｡この磯にまとまりはなく､掘 り下げると

まとまりを有するいわゆる磯群が数ヶ所検出される｡この磯群には厚さ10cm前後の堆積をなすものもあ

り､また振 り込みを有する集石遺構を数基含むものもある｡この磯群内には遺物は出土するものの､上
面を生活面としては考え難く､近接または中に含まれる集石演横の廃棄礎である可能性が高い｡

田野高野原F区 磯群 :操は中央部に密周辺疎ら 榛群中にSI12･13 構成磯は角僕ほとんど シラス層の下位を構成す
る操層操と酷似 磯層にある時点で既に赤変しているものも多く､遺跡内で赤変したとは言い切れな

戒座村 磯群中には早期遺物o磯群を外 してゆく過程で､磯群の中から集石確認｡これより､磯群と集石は同時
期もしくは若干凍群が新 しい.石材構成尾鈴LLJ酸性岩頬主体である点で近い｡磯群は､集石遺構の準備
磯及び廃棄操の ｢集積｣であり､その ｢集積｣が斜面に沿って散逸 したものと考えられる｡

野尻町高山 V層下部からⅥ層にかけて検出O

野尻町東城原第2 遺物 ･焼石の分布は傾斜地の最も高い部分を中心に見られた｡集石遺構 2基と膨大な量の散石､及び散
石下の2箇所に径 3-4mの広がりでいわゆる集石遺構とは異なる礎石の集中が認められた｡集石遺構

を構成する磯は､10cm以 卜の比較的大振りの篠を用いているのに対して､散石及び散石下の集中した磯

は､10cm以下の小振 りないしは砕けた操で構成されるという違いあり0

車坂第3 ①磯の供給源の特定(診磯石材の大半を占める砂岩の耐久性③集石遺構等の使用頻度(参集石遺構が炉なら

ば､燃料の材質 ･量6)集石遺構に襖が充填された状態で､その上部に何故30cm以上もの厚さを持つ赤化

磯層 (散磯)が土器片 ･石鯨等遺物を含んで載るのか⑥散磯構成磯の供給源①については､山下第 3遺
跡の西隣に磯層の露頭あり (比較的近場で採取可能 ?)⑤については､使用の終了した集石遺構がその
まま遺されたものと解釈⑥については､隣接調査区にうすい散磯の載った集石遺構のあること､散磯上
面で集石遺構が確認できないことから､別地点での使用棟を廃棄 した ･集石遺構が使用後破壊 ･廃棄さ
れた等が混在するものと解釈⑤⑥を合わせると､集石廃棄には2つの形が考えられ､さらに､台地の利
用に集石を設置する段階 (生活 ･居住空間)と､古い集石を埋めて散磯を形成する段階 (隣接地に居住
空間があり旧集石部を廃棄物処理所とする)があると思われる｡
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上記発言の発展 ･課題解決を主目的としており､さら

には襟の徹底的な接合を実施することで､接合結果に

対する評価の現時点での限界を知ることも考慮し､下

記のとおり決定した｡

散 磯

(∋襟を露出させる (最大で10cmの土柱に載せる)｡

(∋散磯構成磯について､1/20で図化し､磯1点

ずつにNoを与え持ち帰る｡

③以降は､接合等､第Ⅲ章第2節参照｡

集石遺構

(∋散磯中で視認できるものを1/10で図化｡

②散裸を外した状態で検出し､1/10で図化｡

③集石遺構ごとに磯はすべて持ち帰り｡

(彰以降は､接合等､第III章第2節参照｡

まず問題となりそうなのが､散磯をどう記録するか

である｡方法上で大きな分かれ道となりそうなのが､

まず､磯の点情報を残すか否か､そして磯を持ち帰っ

て接合作業を試みるか否か､の2点であろう｡

今回のように､整理過程でとくに磯の接合作業を実

施し､何らかの情報を引き出しを目指す場合は､図化 ･

非図化を問わず磯を点挙げしておかなければ成果が半

減してしまうであろう｡少なくともドットデータは必

要である｡一方､棟の接合作業を試みない場合は､ドッ

ト等の点情報を記録する意味は低いと考えられる｡点

情報の集積は現場から整理過程に至るまで､作業量が

大きくなりがちである｡この場合､写真記録等を併用

したグリッド一括挙げや平板での範囲記録が有効であ

ろう｡

いずれの方法を採用するにしても､重要なのは､裸

の石材 ･重量の情報である｡なぜなら､一つには当時

の環境との関わりや作業投下量等を引き出すことがで

きるからである｡襟の石材 ･重量構成の記録は､襟の

集合から兄いだした一定の単位や機械的に割り振った

グリッド単位等を利用して実施可能である｡この記録

に集石遺構 ･炉穴等の分布､遺物分布を重ね合わせる

ことで､散磯の状態や成因の背景を推すことが可能に

なるであろう｡石材 ･重量の記録が不可能な場合は､

せめて文章記述等で概要を補い､遺物 ･遺構との関連

を説明する工夫が必要であろう｡

もう一つの大きな問題として､集石遺構を構成する

裸についてどう記録するかが挙げられる｡これまでの

3000例近い集石遺構に村しては､一般に､検出面で

の平面図 ･1あるいは2方向からの断面図あるいは見

通し断面図作成という記録方法が採用されている｡本

報告でもこの方法を踏襲している｡

しかし､磯を図化する意味やその実測図からどういっ

た情報が読みとれたか､についてはあまり説明されて

いない現状がある｡これまでの膨大な作業 ･記録の蓄

積を受け､より効率的な新しい記録方法を模索する時

期が来ているのかもしれない｡

私見では､人が意図して ｢配置した｣磯は平断面と

もに図化されるべきと考えている｡たとえば配石がそ

れに相当する｡一方 ｢配置したと考えられない｣磯に

ついては､土層断面と同様､より記号化が進んでよい

と考えている｡すなわち､ ｢配置したと考えられない｣

磯の平面分布は範囲のみを示すことにし､断面につい

ては混土疎層といった表記で､一般の土層断面図と同

様に記載してもよいのではなかろうか｡その場合､ ｢配

置したと考えられない｣磯の密度について一定のルー

ルを作り､それに沿って表記されるべきであろう｡ま

た､ ｢配置したと考えられない｣磯の平面写真 ･断面

写真は､これまでの図化作業に相当するものとして必

要と考える｡これまで､集石遺構等を分類し､分類別

の代表的例を記録する手法が採用されることもあった｡

しかし､この記録は後で二次利用する上で扱いにくい

きらいがある｡作業の簡略化と記録精度を保つことは

両輪であるべきであり､先に示したような新たな記録

方法を採用しても良いように感じている｡磯であるか

ら図化する､のではなく､磯の構成はどうであるのか､

他事象とどう関連しているのかを示すことが調査では

求められていよう｡採用すべき方法は自由であり､ま

た議論を重ねる必要があるが､その目的に応じて方法

を的確に選択することが大事である｡
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遣 物 観 察 表



観察所見

1-19は接合(剥離面接合)｡小剥片｡

1-19は接合(剥離両接合)｡不定形剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡不定形剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡末細りの縦長剥片｡作業面調整あり｡

1-19は接合(剥離面接合)｡小剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離而接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)o末端の広がる幅広剥片｡

1-19は接合(剥離両接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片｡

1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片｡

片IIF･ll

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥′片

剥片

剥片

剥片

剥片

角錐状石器末娘 品 1-19は接合(剥離面接合)｡幅広剥片架材｡先端欠礼

剥片 1-19は接合(剥離面接合).幅広剥片｡作業面調整ありo

石核 1-19は接合(剥離而接合)｡梯核｡

角錐状石器未製品 20+21(剥片剥離接合)｡

20+2l.21(角錐状石器)の調整剥片.

22+23(剥片剥離接合)｡調整剥片どうしの接合｡

22+23(剥片剥離接合)｡

24+25(剥片剥離接合)｡調整剥片どうしか｡

24+25(剥片剥離接合)｡

26十27十28(折れ面接合)｡乗り離の衝撃等で分割されたか｡

26+27+28(折れ面接合)｡

26+27+28(折れ面接合)0

幅広剥片｡作業面調整あり｡

幅広剥片｡作業面調整あり.

縦長剥片｡打面調整･作業面調整なし｡

幅広剥片｡打面湘整･作業面調整なし｡

幅広剥片｡打面調整･作業面調整なし｡

幅広剥片｡打面調整･作業面調整なし｡

斜軸剥片｡fr面調整なし.作業面調整わずかにあり｡

斜軸剥片｡打面調整･作業面調整なし｡

調整剥片｡

調整剥片｡

調整剥片｡

調整剥片｡

小剥片｡

調整剥片｡

調整剥片｡

幅広剥片｡
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′ト剥片｡

寸詰まりの縦長剥片｡fr面欠損｡

幅広剥片｡作業面調整･れ面調整なし｡
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幅広剥片｡

打面を欠損｡幅広剥片｡

幅広剥片｡作業面調整･打面調整なし｡
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重石 と 新種

22 乗り片

26 %JH

31 菜り片

61 承IJ片

19 乗り片

203 乗り片

140 乗り片

10 二次加工ある剥片

86 角錐状石音詩

56 角錐状石音詩

61 角錐状石器未射晶

60 角錐状石音詩

ll1 角錐状石器未製品

408 石核

55 乗り片

08 哀IJ片

05 ナイフ形石群

03 柔IJ片

07 剥片

05 菜IJ片

08 乗り片

05 菜り片

10 哀IJ片

07 乗り片

04 柔IJ片

09 柔IJ片

12 菜11片

10 哀IJ片

05 乗り片

03 乗り片

07 乗り片

10 柔IJ片

11 乗り片

09 菜11片

19 哀IJ片

07 乗り片

17 乗り片

07 乗り片

11 二次加工あ る剥片

14 乗り片

08 乗り片

09 柔IJ片

25 剥片

05 乗り片

18 乗り片

15 乗り片

37 哀IJ片

40 乗り片

44 乗り片

43 石核

27 乗り片

31 哀IJ片

10 乗り片

55 柔IJ片

64 乗り片

59 柔IJ片

328 石核
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7
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0
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片

片

片
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承

承
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観察所見

幅広剥片｡fr面調整･作業面調整なし｡

不定形剥片｡

幅広剥片｡作業面調整あり｡

幅広剥片｡

幅広剥片｡fr面調整･作業面調整なし｡

幅広剥片｡複剥離fr面｡作業面調整なし｡

横長剥片｡作業面調整あり｡

ナイフ形石器かo欠損著しく不詳o

基部欠弧｡

横長剥片素材｡ゴロゴロした形状｡先端の小さな欠損は使用によるものか｡

横長剥片素材｡加工は一面のみ｡

械艮剥片素材｡稜上調整あり｡先軸を欠損｡

厚手の不定形剥片素材か｡

79+80(剥片)が接合｡幅広剥片をランダムに剥離する｡

幅広剥片｡80･81(剥片)は79(石核)に接合｡

幅広剥片｡80･81(剥片)は79(石核)に接合｡

先端･基部ともに欠損｡不定形剥片索材か｡

調整剥片｡

調整剥片｡

調整剥片｡

調整剥片｡

頭部調整あり｡調整剥片か｡

作業面調整あり｡調整剥片か｡

調整剥片｡

調整剥片｡

縦長剥片か｡来朝紺 ;のみ残存｡

調整剥片｡

先細りの剥片｡作業面調整なし｡

剥離の衝撃で縦に裂けた幅広剥片｡

先細りの縦長剥片｡

末端の広がる縦長剥片｡

縦長剥片｡

作業面調整なし｡

剥片末対削こ二次加工あり.

調整剥片か｡

矩形剥片｡作業面調整なし｡

調整剥片｡

調整剥片O

縦長剥片｡作業面調整なし｡

厚手｡

調整剥片か｡

調整剥片｡

打面非rEl定で不定形剥片剥離｡

礁面残着｡

117+118(剥片剥離接合).調整剥片どうしの接合.

117+l18(剥片剥脈接合)0

打点欠損｡

離面残弟｡幅広剥片｡

末端の広がる不定形剥片｡作業面調整あり.

剥片素材石核｡横長剥片を連続して剥離O類瀬戸内技法｡123･124(剥片)が接

合(剥片剥離接合)0

横長剥片｡122(石核)に接合｡

122(石核)に接合｡

125+126(折れ面接合).節理により不自然な割れを起こす.

125十126(折れ両接合)｡

縦長剥片｡

縦長剥片｡作業面調整なし.

縦長剥片｡
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観察所見

縦長剥片｡柔順任の衝撃で剥片は二分される｡

縦長剥片｡fr両欠tEl｡

横艮剥片架材｡入念な作業面調整ののち素材剥離｡蒙り片は石核分割面を末端に

取り込んでおり､瀬戸内技法との関連が想起される｡

先端欠航｡縦長に近い幅広剥片黙材｡

134+135(折れ面接合)｡寸詰まりの縦艮剥片｡fr面調整･作業面調整あり｡

134+135(折れ両接合)｡

稚い柿円凍架材｡fr面作出の後､幅広剥片を数枚剥離｡fr面国定0134+135

(剥片)が接合｡

角錐状石着持 風化著しく明確でないが､角錐状石音詩の可能性あり｡幅広剥片紫材｡

剥片 縦長剥片｡

剥片 縦長剥片｡作業面調整なし.

剥片 調整剥片か｡

剥片 縦長剥片が二分される｡

剥片 縦長に近い幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 縦長剥片｡作業面調整なし.

剥片 打点より縦に裂ける｡

剥片 幅広剥片｡

剥片 剥離の衝撃等で二分｡

剥片 打点より縦に裂ける｡

剥片 縦長剥片｡作業面調整なし.

剥片 打両側を欠損｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし.

剥片 寸詰まりの縦長剥片｡作業面調埠なし｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし.

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし.

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 縦長剥片｡作業面調整なし.

剥片 斜軸剥片.作業面調整なし｡

剥片 末広がりの剥片o作業面調整なしo

剥片 剥離の衝撃等で縦に裂ける｡幅広剥片｡

剥片 縦長剥片｡両設打面か｡作業面調整なし｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし.

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 末娘に瞭面残着.

剥片 幅広剥片O

剥片 幅広剥片,,作業面調整なしo

石核 ランダムに縦長に近い不定形剥片剥離｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 不定形な幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 169+170(折れ面接合)｡幅広剥片｡作業面調整なし｡破面残札

片

片

片

核

片

片

核

剥

剥

剥

石

剥

剥

石

169+170(折れ面接合)0

剥離の衝撃で縦に裂ける｡作業面調整なし｡

幅広剥片｡

幅広剥片｡作兼前調整なし｡

剥片素材｡幅広剥片等を剥離ofr面調整･作業面調整等なし｡

縦長剥片｡作業面調整なし｡端正O

幅広の縦長剥片｡寮り離の衝撃で縦に裂けたもの｡

分厚い剥片素材｡周縁より厚手の幅広剥片を剥離する｡fr面調整･作業面調整な
し｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整あり｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし.

剥片 幅広剥片｡末端に破面残3tTl｡

剥片 IAl+182(剥片剥離接合)｡怖広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 181+182(剥片剥離接合)｡幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 凍打面｡幅広剥片｡

剥片 横長剥片｡作業面調整なし.

剥片 大形幅広剥片｡疎両残着｡

微細剥離ある剥片 厚手大形剥片来材｡

剥片 凍面除去にともなう剥片｡

剥片 188+189+190(剥片剥離接合)｡幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 188+189+190(剥片剥離接合)｡幅広剥片.作業面調整なし｡

剥片 188+189+190(剥片剥離接合)｡幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 191+192+193(剥片剥離接合)｡幅広剥片.作業面調整なし｡

剥片 191+192+193(剥片剥離接合)｡幅広剥片｡作英両調整なし｡
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幅 犀 重石 と 新種

4 8 08 135 乗り片

67 14 340 %JH

54 21 634 菜り片

91 26 1255 承IJ片

25 19 332 角錐状石紫兼製品

110 20 675 乗り片

43 23 496 乗り片

78 22 121.5 哀IJ片

25 12 108 乗り片

31 15 247 乗り片

63 18 486 哀IJ片

68 18 494 乗り片

52 16 959 乗り片

55 19 945 乗り片

19 05 28 乗り片

48 08 84 哀IJ片

49 19 665 乗り片

47 10 229 柔IJ片

43 07 139 剥片

37 28 451 菜IJ片

41 20 418 乗り片

41 14 210 菜り片

41 22 366 哀IJ片

46 21 708 乗り片

6 8 16 730 柔IJ片

86 32 2599 柔IJ片

70 21 726 菜11片

69 19 881 二次加工ある剥片

69 16 770 乗り片

79 12 268 乗り片

72 17 659 乗り片

69 19 1205 柔IJ片

52 11 278 乗り片

40 11 301 菜11片

29 14 182 哀IJ片

54 14 353 乗り片

2 8 07 42 乗り片

102 67 6229 石核
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2346ⅩH8757Ⅶ47F232
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450 乗り片

350 乗り片

131 88 31 3735 乗り片
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77 44 20 704 乗り片

73 94 23 664 乗り片
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角錐状石器

石核

観察所見

191+192+193(剥片剥離接合)｡幅広剥片｡作業面調整なし｡

幅広剥片｡末端に破面残岩｡

幅広剥片｡複剥離打面｡作業面調整あり｡

幅広剥片｡作業面調整あり｡厚手｡

分厚い幅広剥片素材か｡索材剥片打両部が残る｡整形中途で廃棄｡

凍れ面｡横長剥片.

縦長剥片｡作業面調整なし｡

礁面残3tT.｡厚手.

縦長剥片｡作業面調整なし｡

凍面除去にともなう剥片｡

磯面除去にともなう剥片｡

幅広剥片｡嫌面残着｡作業面調整なし｡

縦長剥片｡作業面調整なし.

破面除去にともなう剥片｡

縦長剥片｡横面残着｡

横長剥片｡作業面調整なし.

末細りの縦長剥片｡嫌打面で作業面調整なし｡

礁面除去にともなう剥片｡幅広｡

縦長剥片｡打点側を大きく欠航｡

末広がりの縦長剥片｡作業面調整なしo末封削こかけて分厚くなるO

縦長剥片｡作美両調整なし｡

幅広剥片｡

襲来面逆の可能性ありo

縦長剥片｡横面残着.作業面調整なし｡

幅広剥片｡作業面調整なし.

破面除去にともなう剥片｡

縦長剥片｡米朝別こ離面残着｡作業面調整なし｡

縦長志向の幅広剥片.作業面調整あり｡表面側にわずかな二次加工あり｡

幅広剥片｡横面残着｡

横長剥片｡作業面調整なしo連続剥離か.

幅広剥片｡横町面｡

裸面除去にともなう剥片｡

離面除去にともなう剥片｡

礎面残3tT.｡

末広がりの縦長剥片｡末端に破面残弟｡作業面調整なし｡

打点側を大きく欠損0

23l･232(剥片)と接合｡棟fr面等から打面調整･作業面調整なく直接に縦長に近

い剥片剥離｡fr面･作業面は非固定的な関係0

230(石核)と接合｡凍れ両等からfr両調整･作業面調整なく直接に縦長に近い刺

片剥離｡打両･作業面は非固定的な関係｡

230(石核)と接合o嫌打面等からfr面調整･作業面調整なく直接に縦長に近い刺

片剥離｡打面･作業面は非固定的な関係｡

大形かつ分厚い｡

礁片素材｡二次加工は粗い.

縦長剥片｡疎南残着｡作光前調整なし｡連続剥離｡

236+237(折れ面接合)｡幅広剥片｡

236十237(折れ両接合)｡幅広剥片｡

斜軸剥片｡作業面調整なし｡

凍面残3tT.｡不定形剥片.

大剥離面を打面に､細かな調整等ないまま縦長剥片剥離｡剥離角は90度前後｡

縦長剥片剥離｡

幅広剥片素材｡先端･恭部ともに欠租｡

分割凍素材｡単剥離fr面から寸詰まりの縦長剥片剥離D

微細剥離ある剥片 幅広剥片｡作業面調整あり.

二次加工ある剥片 J_串手不定形剥片黙材｡剥片衷面に粗い二次加工D

削器 245+246(折れ面接合).礁面除去にともなう不定形剥片の一辺に刃部を設定o

刃都側｡

245+246(折れ面接合)｡

二次加工ある剥片 縦長剥片素材｡単剥離fr面で作業面調整わずかにあり｡

鋸歯縁石器 I早さ2cmの大形剥片の周縁に粗い二次加工を入れる｡

剥片 縦長剥片｡作業面調整なし.

剥片

剥片 凍面除去にともなう剥片o縦長o

剥片 剥離の衝撃により二分｡

剥片 先細りの剥片｡作業面調整なし｡

-1 1 3 -



種

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

核

紫

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

石

鮒

3-
･
1

34
･
8

5-
･
1

4-
･
3

3-
･
｡

4-
･
2

4-
･
8

9-
･
7

3-
･
9

5-
･
8

44
･
9

4-
･
7

3-
･
8

3-
･
1

6-
･
7

4-
･
6

7-
･
1

-
･
5

84

一単

1

6

1

8

0

9

9

5

4

7

8

5

9

5

8

9

1

2

5

ノ

2

1

2

1

2

1

1

2

1

1

1

1

0

2

1

1

2

1

5

幅

4
･
8

3
･
7

3
･
8

4
･7
4

･
5

5
･
8

5
･
0

7
･
1

5
･
3

5
･
9

5
･
3

6
･
0

6
･
8

3
･
8

4
･
6

5
･
6

5
･7

2
･
7

0
･
7

長

6

･
6

6
･
5

6
･
9

8
･
2

6
･
9

5
･
4

7
･
1

5
･
9

6
･
9

6
･
1

5
･
6

6
･
1

6
･
2

8
･
3

9
･
5

9
･
8

8
･
3

3
･
7

9
･7

W

HX

m

帆

m

m

HX

m

m

m

m

m

m

HX

m

m

m

m

HX

m

5

4

3

1

3

0

2

2

0

0

8

1

8

9

0

7

3

9

4

NO

685

715

731

743

729

714

743

715

705

725

722

717

732

724

718

743

715

630

712

層

Ⅵ

伽

Ⅷ

伽

Ⅶ

伽

批

判

伽

批

判

伽

Ⅵ

伽

批

判

伽

Ⅶ

Ⅶ

3

3

4

1

2

3

1

3

1

2

2

4

1

2

1

1

3

1

4

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

Gr

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

G

C

G

G

G

G

E

E

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

NO

25

25

25

25

25

25

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

27

27

27

8

3

6

4

5

9

6

2

0

6

6

4

Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ

H

H
H

8
1

9

2
2

2

1
9

1

7

6

7

Ⅶ
伽

Ⅶ

4

4

4

7

7

7

E

E

E

3

4

5

7

7

7

2

2

2

E

E

E

E

E

E

E

E

Fz]
F

Fz+
FEユ
F

F

F

ド

Fz]
F

Fz<
F

4

4

4

4

4

4

4

1

4

4

4

4

1

4

6

6

6

6

6

6

6

5

6

6

6

6

5

6

Fz+
F

F

F

Fz+
F

Fz]
G

G

G

G

G

G

G

Ⅶ

伽

Ⅶ
Ⅷ

伽

伽

Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ
伽
Ⅵ
伽
Ⅷ

Ⅶ

Ⅶ

仙

伽

伽

Ⅵ

Ⅷ

Ⅶ

伽

Ⅵ

伽

Ⅶ

伽

伽

Ⅷ

伽

Ⅷ

伽

Ⅷ

Ⅷ

伽

Ⅷ

伽

Ⅷ

Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
班
H
H

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

Ⅹ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

H

H

班

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

14 467

10 479

106 20000

片

片

核

剥

剥

石

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

片

器

片

片

片

片

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

剥

磯

剥

剥

剥

剥

78 65 16 540 菜り片

118 56 19 1010 二次加工ある剥片

片

片

片

礼甲

静

粛

3

0

5

5

7

2

1

6

4

5

8

3

1

3

9

4

5

5

9

1

7

3

6

8

2

5

3

3

､即

7

1

8

8

6

6

7

7

4

4

5

5

6

8

0

6

9

0

1

1

0

1

9

6

6

2

1

1

2

小
り

0

バリ

6

3

4

5

3

65

観察所見

縦長剥片｡膜面残若.

縦長剥片｡背面右側は磯南残着｡

縦艮剥片｡作業面調整なし｡

縦長剥片｡膜面残着｡作業面調整なし｡

幅広の縦長剥片｡

礁面除去にともなう剥片｡

不定形剥片｡作業面調整なし｡

幅広剥片｡膜面残着｡

末広がりの縦長剥片｡横面除去にともなう剥片｡

背面に横面残着｡

作業面調整なし｡

作業面調整なし｡

幅広剥片｡作業面調整ありo

縦長剥片｡作美両調整なし｡

先細りの縦長剥片｡作業面調整なし｡端正｡

不整形な縦長剥片.凍面残茄｡

幅広剥片｡

272(石核)と剥離接合.凍打面｡

鎌面より縦長に近い不定形剰J-11剥離Dfr面調整･作業面調整なし｡271(剥Ji)と

接合｡

縦長志向の怖広剥片o作業面調整あり｡

縦長志向の幅広剥片｡凍両残名0

273･274(剥片)と接合｡14×10×11cm大の旺角裸素材で､一棟端でのみ剥片剥

離｡fr面･作業面は明確に分かれておらず､放少7点の剥片が剥離されるのみで､

剥離は終了する｡

幅広剥片｡

幅広剥片｡

幅広剥片｡膜面残若.

打両部大きく欠弧｡

礁面除去にともなう剥片｡縦長.

縦長剥片｡作業面調整なし｡

礁面残着｡

分厚い｡

縦長剥片｡作業面調なし｡破面残弟｡

磯面除去にともなう剥片｡縦長｡

縦長剥片｡作業面調整･打面調整なし｡端正｡

幅広剥片｡末封削こ礁面残発.L｡作業面調整なし.

破片素材で､おおまかな成形後､刃部を中心に細かな整形｡

幅広剥片｡作業面調整なし｡

横長剥片｡複剥離打両｡

先細りの剥片｡

292+293(折れ面接合).剥離衝撃で二分.幅広剥片｡作業面調整あり0

292+293(折れ両接合)｡

幅広剥片｡作業面調整なし｡

大形幅広剥片｡おそらく剥離の衝撃等で二分されるo右側緑にわずかな二次加
ia

複剥離打面｡横面残着｡

幅広剥片｡

298+299(折れ両接合)｡幅広の縦長剥片｡作兼両調整なし｡

298+299(折れ面接合)0

剥片 鎌面残3Ei0

石核 剥片素材｡不定形剥片剥脚t｡

石核 単剥離れ面から縦長剥片剥離｡乗り離枚数は少ない｡

剥片 複剥離打面｡末端に破面残弟｡

ナイフ形石器 縦長剥片素材かo素材剥片れ両部をカットし､石器基部とする｡先端欠損o

ナイフ形石群 縦長に近い幅広剥片素材｡架材剥片打両部を石器遊郭に残す｡

ナイフ形石群 縦長剥片架材｡剥片fr両部を石君詩基部にLVBく｡

ナイフ形石器 縦長剥片素材｡素材剥片fr両部を石群基部にJEくo

ナイフ形石部 308+309(折れ面接合)｡基部側｡縦長剥片素材｡蒙り片打両側を基部に置く｡

308+309(折れ面接合).先端仰J｡

ナイフ形石邪 縦長剥片素材｡素材剥片fr両を石与鰐基部に置く｡去紺 ;袈両は平坦剥離D両側縁

に二次加工｡

器

群

器

石

石

石

形

形

形

フ

フ

フ

イ

イ

イ

ナ

ナ

ナ

7

4

3

5

9

5

縦長剥片素材｡素材剥片fr両部を石群基部にJBくo二次加工は比較的粗い｡

横長剥片索材｡整形は入念｡先端を欠損｡

幅広剥片素材｡先邦題･基部ともに欠損｡
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132 乗り片

132 承り片

37 乗り片

二次加工ある剥片

二次加工ある剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

観察所見

分厚い縦長剥片素材｡素材剥片fr両部を基部側にJRくo断面三伽 E3に整形され

る｡先端･基部ともに欠机｡

調整剥片｡

調整剥片か｡

調整剥片か｡

縦長剥片｡fJ面･未対応ともに欠税｡

縦長剥片｡疎面残若｡作業面調整なし｡端正｡

打面再生剥片｡

縦長に近い幅広剥片｡作業面調整わずかにあり｡

調整剥片｡

調整剥片｡

剥片素材｡不定形剥片剥離｡

325-326-327+328の順に連続して縦長剥片剥離D作業面調整なし｡端正｡

325-326-327+328の順に連続して縦長剥片剥離｡作業面調整わずかにありo

端正｡

325-326-327+328の順に連続して縦長剥片剥離D縦長剥片を意図したもの

の剥離衝撃で縦に裂ける0

327十328(折れ両接合)0

329-332-333-330+331の順に連続して縦長剥片剥離D作業面調整わずか

にあり.端正｡

329-332-333-330+331の順に連続して縦長剥片剥離D330+331(折れ面

接合)｡蒙り片右側縁に細かな二次加工あり｡

330+331(折れ面接合)0

329-332-333-330+331の順に連続して縦長剥片剥離D

329-332-333-330+331の順に連続して縦長剥片剥離O打面･未対応ともに欠

航｡

縦長剥片｡fr面調整なし.作業面調整あり｡粥お正o

縦長剥片｡作業面調整あり｡端正D

縦長剥片｡打点側大きく欠損o

縦長剥片｡打両側･基部側ともに大きく欠弧｡

縦長剥片｡打点側大きく欠損o端正O

縦長剥片｡作美両調整あり｡端正D

縦長剥片｡作業面調整あり｡打面調整なし｡

#J錐状石器未到品 341+342(折れ面接合)｡縦長に近い幅広剥片素材｡整形の早い段階で角錐状

石着岸本体が折れ廃棄されたものか｡

341+342(折れ面接合)0

剥片 341+342(角錐状石邪)の調整剥片｡

剥片 341+342(角錐状石器)の調整剥片｡

剥片 341十342(角錐状石器)の調整剥片｡

角錐状右折 厚手の剥片素材｡先端側欠弧｡小形角錐状右折の未製法品か｡

ナイフ形石器 斜軸剥片素材O剥片の改変度は弱く､バルブの膨らみを除いて基部を作出し､ま

た剥片末端をカットして整形する｡先端は欠損する｡

二次加工あ る 剥片 厚手の幅広剥片素材で､一端を尖らすような二次加工｡錐か｡

二次加工あ る 剥片 斜軸剥片素材｡作業面調整あり.

剥Ji 調整剥J-'10

剥片 調整剥片か｡

剥片 小剥片｡

剥片 調整剥片か｡

剥片 調整剥片｡

剥片 調整剥片か｡

剥片 調整剥片｡

剥片 調整剥片｡

剥片 調整剥片か｡

剥片 調整剥片か｡

剥片 調整剥片｡

剥片 調整剥片｡

剥片 調整剥片｡

剥片 調整剥片｡

剥片 幅広剥片｡調整剥片か｡

剥片 調整剥片か｡

剥片 調整剥片｡

剥片 調整剥片か｡作業面調整等なし｡縦長｡

剥片 調整剥片か｡

剥片 調整剥片か｡

剥片 縦長に近い不定形剥片｡作業面調整なし｡

剥片 小形幅広剥片｡作業面調整なし｡

剥片 節理で分割される｡
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観察所見

縦長剥片｡作業面調整なし.

374+375(剥片剥離接合)0

374+375(剥片剥離接合)｡

縦長剥片｡作業面調整あり｡

幅広の不定形剥片｡打面調整･作業面調整あり｡

378+379+380(剥片剥離接合)｡

378+379+380(剥片剥離接合)0

378+379+380(剥片剥離接合)｡

381+382(折れ面接合)｡蒙り離衝撃で二分｡

381+382(折れ面接合)｡

剥片 383+384(剥片剥離接合)｡幅広剥片｡作業面調整あり｡

剥片 383十384(剥片剥離接合)｡小形幅広剥片｡

二次加工ある剥片 縦長に近い不定形剥片素材｡二次加工は細かい0

二次加工ある剥片 縦長剥片素材｡作業面調整なし｡

石核か 厚手の剥片黙材｡乗り片袈面より小剥片剥離｡

剥片 調整剥片か｡

剥片 不定形剥片｡作業面調整あり｡

微細剥離ある剥片 幅広剥片O作業面調整なし.

剥片 幅広剥片｡作業面調整わずかにあり｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整わずかにありo

二次加工ある剥片 破面残弟｡右側縁に二次加工｡

剥片 打面部欠損｡

剥片 幅広剥片｡fr両部欠損.

剥片 打面部を大きく欠損o僕面除去にともなう剥片か.

剥片 末対削こ膜面残着.縦長剥片｡作業面調整なし.

剥片 斜軸剥片｡磯南残若｡作業面調整なし｡

剥片 離面残着｡作業面調整あり｡

剥片 作業面調整なし｡幅広の縦長剥片｡

剥片 破面残弟｡

剥片 礁面除去にともなう剥片｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整あり｡

剥片 404+405(剥片剥河佐接合)｡不定形剥片.

剥片 404十405(剥片剥離接合)｡不定形剥片｡

剥片 幅広剥片｡榛面残着｡

ナイフ形石器 縦長剥片を斜断したもの｡ペン先形｡

ナイフ形石群 縦長剥片を斜断したもの｡ペン先形｡

ナイフ形石器 薄手の縦長に近い剥片素材｡基部を欠く｡

ナイフ形石器 縦長に近い幅広剥片素材｡先端･基部ともに欠損｡

剥片 打面再生剥片｡幅広o作業面調整なし｡

二次加工ある剥片 縦長剥片｡打両部を大きく欠航｡

剥片 縦長剥片｡作業面調整あり｡津南残菊｡端正｡

剥片 先細りの縦長剥片.作業面調整なし｡

削音詩 縦長剥片素材｡刃部の整形は入念D

剥片 縦長に近い不定形剥片｡作業面調整あり｡

剥片 縦長剥片O作業面調整あり｡

剥片 打面再生剥片｡fr面調整あり｡

剥片 縦長剥片｡作業面調整あり.先細り｡

剥片 縦長剥片｡作業面調整･打面調整なし｡

剥片 縦長剥片｡

石核 剥片素材｡′ト形不定形剥片を剥離D

石核 打面･作業面を一定の剥離の後入れ替えつつ､長さ4cm程の縦長剥片剥離｡

石核 捷分割後､fr面･作業面を一定の剥離の後順次転移｡打而調整･作業面了調整疏

箸｡縦長剥片剥甜t｡

剥片 幅広剥片｡撰面残若｡作業面調整なし｡

剥片 幅広剥片｡疎面責覧着｡作業面調整なし｡

剥片 幅広剥片｡作業面調整なし.

剥片 末端の広がる幅広剥片｡膜面残若.作業面調整なLo

二次加工ある剥片 凍面残弟｡両側縁に粗い二次加工D

削器 分厚い縦長剥片素材｡

剥片 末封削こ磯南残若｡

剥片 432+433(折れ面接合)｡幅広剥片｡

432+433(折れ面接合)｡幅広剥片｡

片

片

片
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縦長剥片｡

縦長剥片｡

幅広剥片｡末端に破面｡
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長 幅 犀 重石と 新種 観察所見

32 11 07 14 ナイフ形石器 いわゆる終末期ナイフ.先細りの縦長剥片を素材に､基部にのみわずかな調整を

施す｡

磁石 棒状鎌｡上下端に搬打痕｡

赦石 棒状凍｡下端に献打痕｡

磁石 準ifJIr状の磯素材.対綿 iに2箇所顕著な綴fr痕o

搬石か 搬打痕は明榊でない｡

細石刃 極小れ面｡頭部調整なし｡

細石刃 打面調整あり｡頭部調整あり｡尾部欠航｡

細石刃 れ面調整あり｡頭部調整なLo背面右は礁面残弟O

細石刃 fJ面調整あり｡頭部調整ありo背面右は礁面残茄｡

細石刃 線打面｡頭部調整あり｡尾部欠弧｡

細石刃 頭部調整なし｡尾部欠損｡

01 細石刃 極小のfr両｡頭部調整なし｡

02 aLl石刃 頭部調整なし｡

<01 細石刃 打両調整ありO頭部調整なし｡尾部欠机｡

01 細石刃 極小のfr面｡打面調整なし｡頭部調整なし｡

<01 細石刃 極小のfr面調整｡

01 細石刃 打面調整あり｡頭部調整なし｡

01 細石刃 点fJA-｡頭部調整なし.尾部欠税｡

<01 細石刃 頭部･尾部を欠弧｡

<01 細石刃 小さい打面｡背面は操面かつ

01 細石刃 頭部･尾部ともに欠机｡

01 細石刃 頭部･尾部を欠航｡

01 細石刃 頭部欠弧｡

01 細石刃 頭部･尾部を欠弧｡

<01 細石刃 頭部･尾部を欠損｡

02 細石刃 頭部調妻鮭ありO尾部欠損.

01 細石刃 頭部･尾部ともに欠損｡背面左に横面残着｡右側縁に微細剥離あり｡

<01 細石刃 頭部欠損｡

<01 細石刃 頭部欠弧｡

<01 細石刃 頭部欠航｡

02 細石刃 頭部･尾部を欠机｡背面左は磯而残着｡

02 細石刃 点打面｡頭部調整なし｡端正でない｡

01 細石刃 頭部･尾部を欠弧O粥記正でない.

01 細石刃 頭部欠航｡来朝削こ破面残菊｡端正でない｡

01 細石刃 頭部･尾部を欠航｡封品正でない0

02 細石刃 頭部欠弧｡

04 細石刃 背面は礁面か.形状より細石刃と判断したo

o3 細石刃 背面は耗冠状｡

25 細石刃核 れ面固定｡操れ一面で､細かなれ一面調整あり｡

18 細石刃核 れ面固定｡fr面調整あり.付け爪状の原石.

21 細石刃核 打面固定｡打面調整あり｡

18 細石刃核 旧作業面をfr面に最終作業面を設定0

16 細石刃核 打両固定｡fr両調整顕著｡

21 細石刃核 打面固定｡fr面調整顕著0

28 細石刃核 分割疎素材｡旧作業面を打面とし投終作業面を設定0

27 細石刃核 打面固定｡横町面で細かな打面調整あり0

42 細石刃核 打面固定｡fr面調整あり｡

58 細石刃核 打面固定｡打面調整あり｡

18 細石刃核 旧作業面をfr面に最終作業面を設定｡

31 細石刃核 旧作業面をfr両に股終作業面を設定｡

38 細石刃核 打面固定｡打面調幣あり.

69 細石刃核 石核成形が入念になされ､fr面固定｡れ面調整あり｡

21 細石刃核 打面固定｡横町面で打面調整あり｡

28 細石刃核 凍れ面｡石核成形なし｡

70 細石刃核 打面固定｡棟打面で打而調整なし｡

49 細石刃核 作業面は3両あり｡

25 細石刃核 作業面は2両0分割磯素材｡

26 石核 細石刃核ブランクか｡

09 石核 れ面転移あり｡

41 細石刃核 分割嫌より数枚の細石刃剥離D

56 原石 板状｡

57 石核 原石小口を剥離｡細石刃核用か｡

29 石核 原石稜より/ト剥片剥離.

51 石核 原石稜より小剥片剥離｡
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石核

原石

ナイフ形石器

剥片

剥片

微細剥離ある剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥′片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

二次加工ある剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片
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剥片

剥片

剥片
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剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

細石刃

細石刃

細石刃

細石刃

細石刃

細石刃

細石刃核

原石

細石刃核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

-118-

観察所見

原石を分割したもの｡

打面両殻の縦艮剥片紫材.先端Lを大きく欠損o

凍れ面｡膜面残肴｡

作業面調整なし｡横面残着｡

左側縁に微細剥離｡

作業面調整あり｡

礁面除去による剥片｡背面は全面膜面o

細石刃剥離に関連するものか｡

凍面残菊｡

磯面残3tT.｡

嫌面除去にともなう剥片｡

嫌面打面｡

背面は全面破面｡

背面は全面嫌面｡

作業面調整なし｡

作業面調整あり｡

礁面残茄O左側縁に二次加工か.肉眼視では腰岳産ob｡

作業面調整あり｡縦長剥片で末端L欠弧｡

裸面除去にともなう剥片｡

作業面調整あり｡

打点欠損｡

作業面調整なし｡

作業面調整あり｡

作業面調整なし｡

左側縁はガジリ｡

打面部欠航｡榛面除去にともなう剥片｡

作業面調整あり｡

破面除去にともなう剥片｡

究極まで剥離が進行し､石核はたいへん薄くなっている｡

凍面除去にともなう剥片｡

背面は全面破面｡

背面は全面嫌面｡分厚い｡

礎面除去にともなう剥片｡

凍面除去にともなう剥片｡

凍面除去にともなう剥片｡

津南除去にともなう剥片｡

裸面除去にともなう剥片｡

凍面除去にともなう剥片｡作業面調整あり｡

津南除去にともなう剥片｡

作業面調整なし｡

作業面調整なし｡

裸面除去にともなう剥片｡

れ両欠弧O膜面除去にともなう剥片｡

剥片末端のみ残存｡

斜軸剥片｡

作業面再生剥片｡

549+550(折れ面接合)｡作業面調整なし｡

549十550(折れ面接合)｡

礁面除去にともなう剥片｡作業面調整あり.

線fJ面｡作業面調整なし.

点打面｡打面調整なし｡頭部調整なし｡

頭部･尾部ともに欠損o

頭部･尾部ともに欠損｡

頭部･尾部を欠航｡

頭部･尾部を欠航｡

作業面転移を繰り返し､かなり小形化したもの｡

嫌打面｡細石刃剥離数は2-3枚程度で成功していない｡

作業面調整あり｡

作業面調整あり｡

作業面調整なし｡

作業面調整なし｡
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観察所見

点れ面｡頭部調整あり｡他細石刃と比較しやや幅広｡

分割磯素材｡

調整剥片｡

作業面調整あり｡

細石刃核成形にともなうものか｡

調整剥片｡

作業面調整なし｡

574+575+576+577(折れ面接合)｡幅広の縦長剥片｡蒙り離の衝撃で分割か｡

574+575+576+577(折れ面接合)｡

574+575+576+577(折れ面接合)0

574十575十576十577(折れ而校合)｡

分厚い｡削器等の素材かo

縦長剥片素材｡両側縁に刃部｡

不定形剥片剥離｡打面は非固定｡

縦長剥片素材｡左側縁に刃部｡

分割凍架材｡作業面を長逆三角形にするような入念な石核整形あり｡打面調整あ

り｡

頭部を欠損.

打両は極小さい｡頭部調整あり｡

打面調整あり｡頭部調整なLo

頭部欠航｡剥ぎ損ない｡

究極まで剥離進行｡fr面非固定｡

細石刃核の成形にともなう剥片か｡

核 剥片素材｡小形化している｡

核 分割凍架材｡打面lB]定｡打面調整あり｡

核 投少5回の作業面転移あり｡

核 打両横打｡下縁調整あり｡

核 打面固定｡棟fr面で､細かな打面調整ありo

頭部･尾部を欠机｡

線状のfr面o頭部調整なし｡尾部欠損o

頭部欠弧｡

剥片来材か｡

頭部･尾部ともに欠損｡

剥片素材｡fr両横fr｡打面調整なし｡石核縁調整あり｡

打面調整あり｡頭部調整なしo下端欠損｡

fr両調整あり｡頭部調整なし｡

点れ面｡頭部調整なし.下端欠損｡

れ面調整なし｡頭部調整なしo下端欠損｡

点打面｡頭部調整なし｡

打両調整あり｡頭部調整なし｡

頭部･左側縁欠損o

頭部･尾部ともに欠損o

頭部調整あり｡

調整剥片か｡

調整剥片｡

縦長剥片｡作業面調整あり｡

調繋剥片｡

頭部調整あり｡

小剥片｡打両部を欠航｡

調整剥片｡

打点欠航｡背面に破面残弟｡

調整剥片か｡

頭部調整あり｡

調整剥片｡

縦長剥片｡作業面調整なし｡

細石刃核の打面作出剥片か｡

627+628(剥片剥離接合)｡調整剥片どうし｡

627+628(剥片剥離接合)｡

629+630(折れ面接合).縦長剥片｡作業面調整あり.
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観察所見

629+630(折れ面接合)0

632+633(剥離面接合)｡末端広がる幅広剥片｡

632+633(剥離面接合)｡

幅広剥片｡作業面調整あり｡破面残弟｡

635+636(折れ面接合).不定形剥片｡作業面調整あり0

635+636(折れ面接合)｡

縦長剥片｡作業面調整ありo端正｡

638+639+640(剥片剥離接合)｡厚手の剥片素材で､細石刃剥離の作業面は

石核小口にある｡細石刃剥離のための打面再生が複数回あり､いずれも横打ち

である｡

638十639+640(剥片剥離接合)｡細石刀核の打面作出剥片｡

638+639+640(剥片剥離接合).細石刃核のfJ面作出剥片.

頭部調整なし｡下端欠損｡

打面調整あり｡頭部調整なし｡

れ面調整あり｡頭部調整なし｡下端欠損｡

点打面｡頭部調整なし｡下端壬欠航｡

点れ面｡頭部調整なし｡

646+647(折れ面横合)｡打面訓整あり｡頭部調整なし｡

646+647(折れ面接合)0

れ両調整ありo頭部調整なLo下端欠lfL

頭部欠損｡

頭部･尾部ともに欠損｡

打面横打｡下縁調整あり｡

先端を大きく欠損o使用によるものか｡

※ 661-668は土器

打到石嫉 製品｡

打製圭石鍛 製法品｡

打製石嫉 製品｡

打製圭石鍛 製法品｡

fJ製4】鍛 673+674(折れ面接合).末製品｡製作中欠捌廃棄.

打製圭石鍛 673+674(折れ面接合)｡

打製圭石鍛 675+676(折れ面接合)｡未製品｡基部側の整形中に欠損廃棄｡

fr劉石嫉 675+676(折れ面接合).

打製圭石鍛 製品か｡脚部は左右非対称｡

f憎圭石鍛 未製品かo右脚欠軌

fr製石鍍 製品o先類別ま使用による欠けo

fr製石鍛 先端･右脚欠損｡

fr到石嫉 製品｡先矧 j:使用による欠け.

打炎石鍛 682+683(折れ面接合)｡未製品｡右側縁整形中に欠択廃棄｡

打製石嫉 682+683(折れ面接合).

打製圭石鍛 右脚欠航｡

fr製石鍛 製品｡先端･基部ともに欠租｡

打製石鍛 製品｡先端は使用に上る欠け｡

打製圭石鍛 製法品｡先端欠損｡

fr製石嫉 末製品｡先粥お欠損o

fr製石鍛 未製品｡基部のみ残存｡

打製石嫉 製品｡先粥㌫欠損o

fr判石鯨 製品か｡先端･左脚欠損｡

fr製石鍛 製法品｡先封別ま使用による欠け｡

打到石嫉 欠槻により二分され､基部のみ残存.

打製圭石鍛 未拳法品｡

fr判石鍛 末製品｡

打浪石鍛 先端が丸みを帯びる｡先端半分は乳白色･基部半分は黒色D

fr製石鍛 未製品かo架材面を大きく残す.

打製石鯨 製品｡右脚欠損｡

打製圭石鍛 先端のみ｡
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犀 重石 と 新種

02 <01 打製石嫉

03 04 打製圭石鍛

03 04 fr製石鍛

04 07 fr判石鯨

03 05 乗り片

04 17 二次加工あ る 剥片

06 09 削器

06 1.5 削器

10 65 乗り片

08 38 別解

12 41 石核

18 97 石核

13 226 乗り片

7 02 <01 乗り片

02 01 乗り片

06 02 01 哀IJ片

08 02 01 乗り片

08 02 <01 柔IJ片

07 01 <01 剥片

08 02 01 菜IJ片

04 01 <01 乗り片

07 02 01 菜り片

06 02 01 哀IJ片

08 02 く01 乗り片

07 02 <01 柔IJ片

08 02 01 柔IJ片

08 02 01 菜11片

09 02 01 哀IJ片

3 03 03 乗り片

2 02 03 乗り片

8 03 01 乗り片

2 25 02 柔IJ片

1 03 03 乗り片

9 03 03 菜11片

1 02 02 哀IJ片

9 05 04 乗り片

13 03 03 乗り片

14 03 02 乗り片

08 02 01 柔IJ片

10 02 02 乗り片

09 03 02 乗り片

15 03 04 柔IJ片

20 04 08 剥片

12 02 02 乗り片

16 02 04 乗り片

1.7 04 05 乗り片

13 04 06 哀IJ片

12 03 04 乗り片

08 13 14 乗り片

16 03 08 fr製石嫉

23 04 19 fr製石鍛

40 14 113 石核

10 01 <01 乗り片

12 04 08 柔IJ片

13 04 06 乗り片

6
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5
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4

9

7

7

7

1

1

1
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1

1

1

1

1

04 04 柔IJ片

03 07 乗り片

03 06 乗り片

04 07 哀IJ片

04 09 乗り片

05 08 乗り片

04 06 乗り片

05 06 菜り片

04 04 哀IJ片

03 13 才~r製石鍛
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観察所見

脚部のみ｡

脚部のみ｡

未祭主晶か.先端･右側縁欠損o

石鍍調整剥片｡

石依素材か.

縦長剥片に細かな二次加工｡

縦長剥片に二次加工｡

縦長剥片を連続剥離する中での剥片｡厚手｡

厚手の剥片紫材｡

幅広剥片をランダムに剥離｡

幅広剥片をランダムに剥離D

厚手の幅広剥片｡作業面調整あり｡

石鍍調整剥片｡

石繊調整剥片｡

石塔調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石嫉調整剥片｡

石繊調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石鞍調整剥片｡

石嫉調整剥片｡

石依調整剥片｡

石鍛調整剥片｡

石塔調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石鍛調整剥片｡

石塔調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石依調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石鋸調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石鍛調整剥片｡縦長｡

石依調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石塔調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石鋸調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石嫉調整剥片｡

小剥片｡

打面欠損｡

石鍍調整剥片.

石鍍調整剥片｡

縦長剥片｡

石鍍調整剥片か｡

石核から大きく打ち剥がされた剥片｡幅細の縦長剥片を剥離したとわかる｡

未製品か｡

未製品｡

751+752+753(剥片剥離接合)｡石核と剥片｡

751+752+753石核と剥片｡

751+752+753石核と剥片｡

石鍛調整剥片｡

石嫉調整剥片｡

石塔調整剥片｡

石鍍調整剥片｡

石徴調整剥片か.

石鍍調整剥片｡

凍面残3tT.｡

石鍍調整剥片｡

石鍛調整剥片｡

石塔調整剥片｡

未製品｡


